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廃棄物問題や地球温暖化問題などの広域化,複

雑化した環境問題を解決するため,高精度の金属

選別リサイクル,廃棄物無害化処理,リサイクルエネ

ルギー利用など,さまざまな技術開発を進めている｡

利水･治水分野では,浄水場運用と水質監視を

自動化した水道用システムや広域河川情報システ

ムなどを開発した｡

交通システムでは,新幹線電車のいっそうの軽量

化･低騒音化を図った｡

自動車機器では,エレクトロニクス技術を駆使し

て,車間距離警報システムやエンジン制御システム

などを開発し,快適性･経済性の向上を図った｡

ビル用設備では,ビルトイン型エレベーター,つり

合いおもりによる省電力型エレベーター,氷蓄熱式

パッケージエアコンなどを製品化した｡

産業分野では,省エネルギーを追求したスーパー

アモルファス変圧器,高効率モートルノJ､型インバ

ータなどを開発した｡

家庭電気晶では,PAM制御を搭載した冷蔵庫や

エアコンなどの,省エネルギーを実現した新製品が

好評を得ている｡
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公共事業の効率的投資･経営の効率化少子･高齢化対応などの社会ニーズにこたえ,リサイクルシステム技術,

超電導技術応用藻類除去技術,広域施設情報管理システム,

廃家電晶一貫処理リサイクルシステム

財団法人家電製品協会が中心となり,使用済み

家電品のリサイクルで,冷蔵庫,洗濯機,テレビ,

エアコンの4品目を対象とした｢廃家電品-･貰処理

リサイクルシステム開発+(通商産業省補助事業)

が1995年度から開始された｡1998年4月には,茨

城県那珂町に,廃家電品の自動仕分けから素材の

回収と重金属(はんだなど)の無害化までの 一貫処

理を行う3.9t/h規模の実証プラントを建設し,現

在,実証運転を行っている｡

日立製作所は,幹事会社として主にこの事業の

全体取りまとめ業務の委託を受けたほか,LCA

(環境負荷性評価)手法による全体システム評価を

行う｡納入したシステムとしては,冷蔵庫処理工

程,低温破砕⊥程,常温破砕工程,フロン分解装

置(再委託)などがある｡

R立製作所は,上記のような家電品以外にも

｢環境汚染物質の適止処理+と｢素材の高度選別回

収+のコンセプトを基に,OA機器や自動販売機な

どの各種廃工業製品について,今後のリサイクル

社会構築への貞献を目指したシステムの開発･提

案を行っている｡

リサイクル対応の金属選別装置

インダクタンス

検出装置Fこ

質量検出装置
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金属選別装置の構成と外観
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高齢者用施設介護支援システムなどを開発し,納入した｡

鞄●

建屋面積:約6,000m2
敷地面積:約18,000m2

家電リサイクル実証プラントのイメージ

′

自動車や自動販売機,家電製品をはじめとする

使用済み_t業製品に含まれる銅ヤアルミニウムな

どの非鉄金属は,リサイクル性が良く付加価値も

高いため,リサイクルが進んでいる｡しかし,こ

れらの金属を手軽に選別することのできる装置が

これまではなく,手作業に依存する割合が高かった｡

開発した装置では,金属が材質ごとに固有の電

～く的な特性値を持つことを利川する｡対象物がコ

イルを通過する際に牛じるインダクタンス変化と

質量を計測し,両者の比を判別倍として,銅ヤア

ルミニウム,ステンレスなどを識別し,おのおの

別の箱に回収する｡500kかh程度の処理量にも対

応が可能である｡

〔主な特徴〕

(1)電気特性と質量を組み合わせて計測するため,

高精度の選別が可能

(2)シンプルかつコンパクトな乾式選別方式であ

り,運転とメンテナンスが容易

(3)1台で数種類の金属を選別

や〟
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田超電導磁気分離方式藻類連続除去装置

浄化水
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超電導磁気分離方式藻類連続除去装置

東京湾アクアライン納め換気設備

調査開始以来30年に及んだ今世紀わが国最後の

ビッグプロジェクト｢東京湾アクアライン+が1997

年12月18日に開通した｡トンネル艮約10km,橋

梁(りょう)長約5kmで川崎市と木更津市がつなが

ったわけで,正に東京湾に海の通が出来たことに

なる｡日立製作所は,この｢東京湾アクアライン+

に換気設備を納入した｡

集じん機付き立坑送排縦流換気方式採用のこの

換気設備は,風の塔(川崎人.Ⅰ二島)には換気の心臓

部となる口径4,000mm(わが凶最大l+径)の立型動

翼可変軸流送(排)風機8f子をはじめ,トンネル内

のブースタフアン38台などで構成している｡中道

‾卜部は非常時の避難路にもなっており,煙が入っ

てこないように,車道よりも常に圧力を高くする

床版下換気設備を設けている｡送(排)風儀には油

圧式動翼吋変タイプを採用しており,必要な風量

を効率よく,スピーディーにコントロールできる｡

現在,大型送風機は,この動翼可変タイプが主流

となっている｡
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湖沼や河川などの富栄養化で,特に夏場に多量

に発生する藻類は,環境条件によってはアオコを

発生し,水質障害を引き起こす｡そのため,冷凍

機一体型超電導磁石を応用し,これらの藻類を高

速で連続的に除去する｢超電導磁気分維方式藻類

連続除去装置+を開発した｡)

この装置では,漢類をあらかじめ凝集,磁性化

(凝集剤と磁性粉の涼加による磁性フロックの生

成)し,連続磁気分離部の磁気フィルタでこのフ

ロックを分離,洗浄除去して水を浄化する｡磁気

分離部は,ツイン形超電導磁石(室温ボア径

310mm)の上下磁石間(高磁場空間)に,往復動す

る移動式磁気フィルタを,また,流人口側の揃え

い磁場内(中磁場)に,大きいフロックをあらかじ

め分離,除去する回転式磁気フィルタをそれぞれ

設けて,励磁したままで連続除去する構造である(〕

この装置の処理水量は4()Omソdであり,藻類を

93%以上除去できることを実証した｡

超電導磁石の運転電力は小さく,この技術によっ

て浄化設備の小型化が図れ,小型から中考旦の船へ

の搭載も可能である｡

風の塔
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東京湾アクアライン納め換気設備



田神奈川県内広域水道企業団納め綾瀬浄水場(100万州)監視制御システム
神奈川県内広域水道企業団の綾漸浄水場は,神奈川射内の水需要の増加に対応するために処理水量100万mユ/dの浄水場とし

て計伸され,1998年7月に初期段階(25万血ソd)の常業運転を開始した｡口立製作所は,ここに監視制御システムを納入した｡

綾瀬浄水場は,神奈川県内の水需要の増加に対

応するために宮ケ瀬ダムを起点とした相模川を水

源に,処理水葺100ノJm-ソd(今回,25万mソd)の浄

水能力を持つ浄水場として計1何され,神奈川県卜,

横浜市,川崎巾,横須賀市などに水を供給して

いる｡

日立製作所は,この浄水場に監視制御システム

を納入した｡このシステムの構築にあたっては,

ノ女志した浄水場道川と,水質監視の自動化,維持

管理情事艮のOA化を目的として,最新技術を採用

した｡

〔システムの上な特徴〕

(1)CRT画面は,シンボルの立体化や中間也の採

J-1Jなどで人に優しいグラフィックを取り人れたも

のとし,マルチウインドウを採用したパソコン感

度での監視･操作を実現

(2)ポンプなどの運転監視にはITV画像をCRT画

面にインポーズし,映像と音によるマルチメディ

ア対Jムヒューマンインタフェース機能で臨場感あ

る監視･操作を実硯

(3)沈殿地や折過池など現場での機動力のあるプ

情報系システム

光磁気ディスクデータサーバ
プリンタ

lTV

/†ソコン

情報LAN(10Mビット/s)

中央処理装置
監視制御系システム

CRT監視操作卓

[コ [二]

制御コントローラ

【沈殿池】

入出力
装置
入出力
装置

[コ

入出力
装置

制御コントローラ

【テ戸過池】

基地局 入出力
装置
入出力

装置
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ラント監視･操作を目的として,小電力でノイ

ズに強いSS(スペクトル拡散方式)無線を使用し

た無線携帯端末装置を採用

(4)汚泥かき寄せ概の自動制御に,逆転動作の

リトライ機能を組み込んだ自動制御ロジックを

取り入れたことにより,実物による単純な故障

要1大1を除去しながらの自動運転の継続が可能

(5)より安全な水の供給を目的として,魚の行

動パターンの画像解析によって危険を事前に予

知できる原水用魚類監視装置を導人

(6)情報系システムでは,監視制御情報(プラン

トデータベース)を基にクライアント サーバシ

ステムを構築し,水量水質帳票,運転故障管理,

存庫管理,文吉管理を行い,さらに,電了一メー

ルや電子掲示板での情報交換を可能とした高効

率情報管理を実現

(7)地域住民への情報公開と,教育･研修を目

的として,110型人型ディスプレイ2面に各種映

像ソースを接続した大会議室プレゼンテーショ

ン設備を構築

(納人時期:1998年7月)

憾¢々ノ′

監ヨ.■Eヨ

浄水場管理室

罫
制御LAN(100Mビソト/s)

制御

コントローラ

【薬剤注入】

基地局 入出力
装置
入出力
装置

制御

コントローラ

【受変電】

入出力

装置

大型ディスプレイ用

ワークステーション

[コ [コ

制御

コントローラ

【送水ポンプ】

入出力
装置

礪線銅鏡末装置♂
綾瀬浄水場の監視制御システムの構成

コントローラ

110型2面
大型ディスプレイ

制御
コントローラ

【管理】

入出力

装置
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東京都水道局納め多摩地区施設情報収集システム
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多摩地区施言別電幸剛文集システム
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東京都の多摩水道対策本部は,多摩地区の都市

化の進展に伴う水需要の増加や安定給水の確保を

図るため,基幹施設や拠点給水所などの整備を進

めている｡また,これにあわせて,的確な水道用

と効率的な施設管理を目指した,既存施設の統合

化や集中化などの計画を進めている｡

日立製作所が納入した多摩地区施設情事剛文集シ

ステム｢たま･ウオータネット+は,これらの施策

の一環として整備されているものである｡多摩地

区の施設情報を一元的に収集管理し,広域化した

施設の有機的･弾力的運用と,災害･事故時など

での情報提供や業務支援を行うことを目的として

いる｡

(納入時期:1998年8月)

大阪府松原市水道局納め水道管路図面情報管理システム"AQUAMAP”

上水道の高普及率に伴って施設の維持管理時代

を迎えた水道事業では,施設の現状把捉と情報の

高度利用を求めている｡

A(〕UAMAPは,近年の急激な技術革新で目覚ま

しい進歩を遂げたパソコンとコンピュータマッピ

ング技術を活用し,水道の維持管理業務を強力に

サポートするシステムである｡

松原市水道局に納人したこのシステムでは,水

道管路の維持管理に重要な役割を担う給水戸番図

面情報と,給水台帳や配水管竣(しゅん)上図など

の大量の台帳･図面類を一一元管理し,図面情報の

維持管理と高度利用を実現した｡

(納入時期:1998年3月)
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大阪府松原市水道局納め

水道管路図面情朝管理システム"AQUAMAP”

田天理市水道ガス局納め｢総合水運用システム+
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天理市水道ガス局納め

｢総合水道用システム+の集中監視制御システム
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大理市は,安定給水の確保と水道用の効率化を

図るため,水道用システムの導入を推進している｡

そのうちまず,配水池･制御弁など約30施設の集

中監視制御システムを,日立製作所が1997年2月

に納入した｡これにより,市内の水圧分布に応じ

た的確な制御が可一能となった｡

このシステムは,需要予測に基づく施設運用計

画や,インターネット技術を用いた情報サービス

などの機能追加により,総合水道用システムへ発

展する予定である(1999年9月完成予定)｡このシ

ステムの完成により,送水系から配水系までの一

貫運用による水道用の効率化,異常時対応の迅速

化が可能となる｡



日本下水道事業団納め大分県下水道船団方式事業用の広域集中監視システム
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日本下水道事業団納め大分県下水道船団方式事業用の

広域集中監視システム

船川ノブ式事業とは,近接する市町村の複数処

理場の設備の統一化や,運転監視の共同化によ

る経済的かつ効率的な道営を目的として,中核

処理場で集中監視を行う事業のことである｡

口立製作所は,今回全円で初めて船団方式事

業用として,人分県国東半島の6市町村を対象と

する集中監視システムを納入した｡

このシステムでは,データ伝送装置で収集し

たプラントデータを,lHl回の定刻と中央から

の要求で送信し,CRT監視や帳票作成を行い,

さらに,故障発生時には,イベント処理によっ

て故障メッセージの送信を行う｡

〔主な特徴〕

(1)lSDN一般回線を使用し,かつ接続回数･時

間を必要最小限に抑えることにより,ランニン

グコストの低減を【刈った｡

(2)各処理場に設置されているデータ伝送装置

にl週間分のバックアップデータを持たせること

により,信頼件の確保を図った｡

(納入時期:1998年3月)

下水処理場とポンプ所を結ぷ広域情幸踊帽Pシステム

7■水管渠(きょ)内の光ファイバケーブルを情

報伝送路とし,処理場から複数の無人ポンプ所

に対して遠隔監視制御を行う｢広域情報制御シス

テム+を開発した｡

〔主な特徴〕

(l)プラント制御では,中規模ポンプ所にはス

テーション間距離20kmの無中継制御LAN

(100Mビット/s)を,′ト規模ポンプ所には光モデ

ムをそれぞれ採用し,場内監視操作と同等の適

応性を実現した｡

(2)マルチメディア伝送では,ITV,電話,テレ

ビ会議を統合し,ATM(非同期転送モード)スイ

ッチ(ANlOOO-5)による伝送を実現した｡ITVの

伝送には,MPEG-2によるディジタル画像圧縮技

術を採用し,高品質な画像を確保した｡

(3)監視制御システム"A(〕UAMAX-AZ/R”

(a)100Mビット/sの場内制御LAN(-⊥∑

NETWORK-100)を採用し,情報の集中化,制御

の分散,および高速伝送を実現した｡

(b)多彩なウインドウ機能により,監視操作の容

易なヒューマンインタフェース環境を提供した｡

(稼動時期:1998年4月)

情報管理

装置

グラフィック

パネル
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POC

下水処理場

制御系

LT/W

×4

Ethernet

情朝処理
装置(RS90)

ド∑NETWORK-100

斗寺高受変電

CTR(R600)
雨水ポンプ
CTR(R600)

遠隔制御

CTR(R600)

光
モデム

下水管渠内
光ファイバネットワーク

光
モデム

SQC

CST
光

モデム

マルチメディア系

[コ
lTV

MPEG-2

デコーダ

ATM

MPEG-2

エンコーダ

lTV

TDM

PBX

Aポンプ所

DST

CTR MPEG-2

エンコーダ

VT

ATM

TDM

)<BP

Bポンプ所

MP[G-2

デコーダ

AT榊

□
テレビ

会議
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テレヒ

会議

TDM

光
モデム

SQC

PBX

光
伝送

光
伝送

PBX

Cポンプ所

注:略書吾説明

POC(ProcessOperatorlsConsole),CTR(ProcessControIler)

LT/W(LoggingTypewriter),CST(ControIStation).DST(DataStation)

SOC(Sequencer),PBX(構内交換機),TDM(時分割多重化装置)

広域情幸綿り御システムの構成
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ロ頭重垂亘:]

[:車重妻蚕室亘]

画室垂二]

匝垂蚕室垂垂]

恵一-一言
流域平均雨量
水位･流量

偶語量
水質
海尉官報

願望軸
排水機場諸量
積雪情報

全国的な河川管理を支援する総合河川情報システム

データ収集 データベース WWW

サーバ サーバ サーバ

÷一つ■乙･r

衛
星
国
線

マ
イ
ク
ロ
回
線

万古蒜高｢
1,000か所

4,000か所

800か所

500か所
500か所

200か所

1,000か所

1,000か所

500か所

300か所

匠』

･≡･[コ
[コ [コ Jネットワーク

専用端末 各課専用端末 1,‾‾‖‾:

(地図情報

サーバ兼用) (10台)盈盛
各種パソコン端末

L三準撃___+夕空更+

総合河川情報システムの概略構成

田災害対策ナビゲーションシステム

でに県ノこ嘗才I策

_二L蔓_】_+∠旦d _阜室+
判断･実施

2災害対卸月日リスト

○何をしなくてほならないわ､

T-
J j■′
ノ▲j叱･_甘呵

被害情報収集システム

】磯二､

気象などの観測情報

システム

臼丁

ぞ二三て

被害映像収集システム

災害対策ナビゲーションシステムの画面例
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洪水を防ぐ治水管理,社会を潤して生産をサポ

ートする利水管理,そして快適な暮らしを創造す

る水辺環境管理などの河川管理を全国的に行うた

め,建設省の指導の下,日立製作所は,総合河川

情報システムを開発し,納入した｡

このシステムは,全国の各地方建設局,北海道

開発局,沖縄総合事務局および自治体の観測デー

タを一括収集し,本省の関連部署へ配信するもの

である｡

〔主な特徴〕

(1)各種サーバと端末装置による機能分散,処理

分散方式の採用

(2)観測点位置の緯度･緯度の情報により,追加,

削除の自動更新が吋能

(3)ディジタル地図の利用によって情報の変更や

追加を容易とし,表示の拡大,縮小,スクロール

が可能

(4)防災専用LANにより,信頼性を確保

(5)ウェブブラウザヘの情報提供(地震,レーダ

雨量を含む)が可能

(納入時期:1998年3月)

地震や台風などの災害発生時で最も重要なこと

は,いかに的確かつ迅速に意思決定を行い,実行

に移していくかである｡このプロセスを円滑にサ

ポートするために,災害対策ナビゲーションシス

テムを開発した｡

この災害対策ナビゲーションシステムは,(1)

災害対策のルールを記憶し,状況に合わせて必要

な手順を逐一提供する自動ガイダンス機能,(2)

被害状況を逐次把握する被害情幸削文集機能と被害

映像収集横能,(3)被害状況と対策状況を蓄積し,

その後の対応に反映できる災害履歴管理機能,(4)

日常の訓練の結果を的確に発災時に反映できる訓

練支援機能などから成る｡また,気象警報や注意

報の発令など,外部からの情報で自動的にガイダ

ンスを開始するという特徴を持つ｡

さらに,このシステムではスタンドアロンから

大規模クライアント サーバシステムまで対応で

きるスケーラビリティを確保しており,既設の災

害関連システムとの接続も可能である｡

(発売時期:1998年10月)
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ノンストップ自動料金収受システム

自動車交通は,現代社会で交通の主役として欠

くことのできない役割を果たしている｡その一方

で,交通事故,汚染環境,化石燃料の大量消費な

どの問題が地球規模で深刻化しており,人類共通

の重要課題として,抜本的な対応が迫られている｡

これらの課題の解決策の 一つとして,コンピュー

タエレクトロニクスを活用し,道路交通と通信を

連携させた高度道路情報システム"ITS(Intelligent

TransportSystems)''の研究開発が国内外で活発に

推進されている｡

ITSの一分野であるノンストップ自動料金収受

システム"ETC(ElectronicTo11Collection)''は,無

線通信を利用した電子決済"EC(Electronic Com-

mel･Ce)''により,料金所での自動車の停ILを不要

とし,料金所に起附する渋滞･事故の解消や低減,

や

■._

ニシ.㌫ニこ馳挺と宗≠,立替満了l■■Lモー､一一･ノ㌢･･;･‾‾･∴一ノ

_【レンイ

■モアモー惣､■繋■ノ…≡⊂r;ミ■さ芸､号滝誌臼･-
さ;′,妄､‾ィ.義解･表蔓

燃料の消費低減などをねらいとしたものである｡ ETCテストコースの全景

わが国では,1995年から官民苧による共同研究が

始まり,19卯年からの運用を目指してETC導入計

画が進められている｡

長野県警察本部納め交通情報提供システム"AMIS”

交通情報提供システム"AMIS(Advanced

ManagelllentInformationSystem)”では,渋滞や交

通規制などの道路状況や,目的地までの到達予測

時間である旅行時間予測を,車両や他の交通シス

テムに提供する｡また,車両のVICS(道路交通情報

通信システム)対応力ーナビゲーションシステム

では,路Lに設置された光ビーコンとの双方向通

信でこの情報を受け取り,凶形･文字で表示する｡

長野県警察本部納めのAMISは,性能と規模の

面で従来にない高度なシステムであり,これによ

って長野オリンピック大会期間中の円滑な道路交

通が実現できた｡

〔システムの主な特徴〕

(1)郊外や山間部などの,交通状況把握に必要な

センサが少ないエリアでも交通情報を提供

(2)vICS対応カーナビゲーションの普及推進に

卜分な性能を実現(オリンピック期間中,約2,400台

の大会関係車両に交通情報を提供)

(3)精度の高い旅行時間予測を提供(長野県での

実車テストで,予測と実旅行時間の差±3分以内

が97%)

(運用開始時期:1998年1月)

光ビーコン*･カメラ･

車両感知器

光ビーコン

高速道路･道路情報

粁
交通情報板

VICSセンター

FM多重放送

地図表示

簡易図形表示

文字表示

注:* 光ビーコン(赤外線を利用した通信端末)

交通情報提供システム"AMIS”の概要
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交通涜シミュレータ"SIPA”

水

仙丁

牡

叩刊

畑山

蕃

止り

大

群

:トラカン

･帝托

▼ 柑桝丙

q

q

∬

頼

S〉

分

交通流シミュレーダ`sIPA”の画面例

水戸市泉町の地下駐車場総合システム

建設省と財団法人駐車場整備推進機構は,駐車

場不足の緩和策として,国道地下を利用した公共

駐車場の整備を進めている｡

口立製作所は,駐車場管制設備をはじめ,受変

電･自家発電設備,換気･給排水設備,火災･

CO濃度監視などの防災設備,ITV･放送などの防

犯設備,中央監視設備を有様的に結合した駐車場

総合システムを水戸市泉町地下駐車場に納入し

た｡このトータルシステムにより,監視制御の最

適化,情報サービスの向_Lが図られ,利用者には

安全な地下駐車場の利用を,管理者には効率的な

運営･管理を実現する｡

(納人時期:】997年12月)

田高齢者用施設介護支援システム

+
∃
+

慧

如
”
加

羞

ナースコール

情報画面

施設介護支援システム

(日立製作所健康保険組合シニア健康センター｢しおさい+納め)
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交通流シミュレータは,道路網を走行する個々

の車の挙動を積み上げることにより,シミュレー

ションで交通流を再現しようとするものである｡

ITS(IntelligentTransportSystem)の分野では,新た

に種々のシステムが開発,導人されていくと考え

られるが,その効果や経済性については事前に評

価することが重要である｡交通流シミュレータは,

そのようなITS分野の評価,特に効率面での評価

に不可欠なツールである｡

このたび,建設省十木研究所から受注した

"sIPA”は,高速道路と一般道路の交通流を再現

するシステムである｡2000年3月の最終完成に向

けて段階的にレベルアップを行う｡

●案内板表示

●駐車場入口

転送

回
入
口

田州

●ゲート

も〇

閑l一石

賢牽コご㌻f
1･･Ll･′少

藍;‾ご■
●監視室端末

●監視室

水戸市泉町の地下駐車場総合システム

雅竪琴

軸 _..- 1

施設介護支援システムは,高齢者用福祉施設で

のきめ細かな介護業務の効率化と,入所者に対し

て｢安心できる介護環境+,｢きめ細かな介護環境+

を実現するシステムである｡このシステムでは,

ベッドやトイレからのナースコールに対応できる

ほか,申し送り事項などの確認がタッチパネルで

簡単に行える｡

〔システムの主な機能〕

(1)ベッド呼出し･通話機能,(2)浴室呼出し,

(3)トイレ呼出し,(4)トイレ長時間滞在検知,

(5)無線ナースコール,(6)ナースコール履歴表示,

(7)個人呼出し会話,(8)一斉放送,

(9)介護実績記録,(10)申し送り表の作成

(納入時期:1998年1月)
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自動運転道路システムでの各種センサの性能を評価するマルチ環境実験設備

｢野村､､‾-

‰

ノう

･-.プヰタ1
.ム転.-..二‾■こ‾二･虹.+i良き

ぎ=､､-･･jモ妄義盛
j速.

【‾■だす▼石･芯-;-･:1-≡_i-:rrl二【.ご･･･で叫

記ノー･■
私感蒜

マルチ環境実験設備

貞
領
瀾
瀾

.榔

建設省土木研究所にマルチ環境実験設備を納入

した｡

このマルチ環境実験設備は,自動運転道路シス

テム(AHS)に使用する各種センサの,降雨や霧の

環境条件下での性能を評価する設備であり,200m

のトンネルの内側に降雨装置と霧発牛装置を取り

付けた,わが国最大規模の設備である｡

降雨装置では,霧雨からどしゃ降りまでの雨を

降らせ,かつ,全長にわたって均等に雨が降るよ

うに制御する｡霧発生装置では,視程25mから薄

い霧までをトンネル内に均一に発生させ,霧の発

生を精度よくコントロールできるように加湿付き

換気設備を設けている｡

(納入時期:19卯年3月)

道の駅｢みしょうMIC+情報提供システム

道の駅｢みしょうMIC+情報提供システムでは,

道路利用者に快適な休息空間を提供するととも

に,適切な道路交通情報や気象情報,地域の文化,

雁史,名所,観光,イベント,特産占占などの情報

を掟供している｡50型6血マルチビジョンで全面

表示や分割表示を行うことにより,これらの情報

の表現にくふうを凝らしている｡

このシステムはネットワークを構成しているの

で,広域の情報が提供できるうえに,地域の連携

や活性化の拠点としての役割を果たしている｡

(納入時期:1998年3月)

●

巨…
‾l′

｡,J

道の駅｢みしょうMIC+情報提供システムの

50型6面マルチビジョンと操作パネル

株式会社エフエム小国納め防災型FM多重システム

葡
首

株式会社エフエム小国納め防災型FM多重システム

熊本県小剛汀は,これからのネットワーク時代

に対J心するために,｢OGUNl情報システム+の構

築を推進しており,FM多重放送システムをその

柱の一つに位置づけている｡災害などによる有線

ネットワークの機能停止や停電時でも,災害情報

や緊急通信を確実に確保することが導入の目的で

ある｡

〔主な特徴〕

(1)受信機を避雉所に携帯可能

(2)聴覚障害者にも情報提供■叶能

(3)多チャネルであることから,避雉情報を地域

別に提供できるなどの災害時の運用を十分に配慮

(納入時期:1998年5月)
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郵政省納めマルチメディア郵便局システム一郭傍白動サービス機と多機能型私書箱-

配達

E≡転

受け取り

藤沢北郵便局

利巌
インターネット

通知
サービス

■町

(a)郵便自動
サービス機

の外観

藤沢慶応前郵便局

国 情報管理端末

(b)多機能型私書箱のシステム構成と外観

マルチメディア郵便局システム

島根県納め環境放射線情報システム

島根県納め環境放射線情報システム"HITOS

(HitachiTeleoperationSystem)”は,島根粁√一力発

電所周辺の環境放射線などの測定データを中央監

視局で自動収集し,データ蓄積･解析などの監視

業務を支援するものである｡

このシステムは,テレメータ装置,DBサーバ,

イントラネットサーバなどで構成するクライアン

ト サーバシステムであり,モ要装置を_‾二束化･

ホットスタンバイ方式とすることにより,高信頼

件を確保している｡

〔主な特徴〕

(1)情報公開ニーズにこたえるため,インターネ

ットを利用したリアルタイム情報提供,県庁設置

の6面マルチビジョンへの啓蒙用アニメーション

表示などの,マルチメディアを駆使した情報提供

機能が充実

(2)クライアントサーバシステムでは,クライ

アントのOSに依存しないオープンな処押‾方式を

整備し,監視業務支援の利便件を向上

(3)基準値以上のデータを観測したときは,携帯

電話やポケットベルなどに音声や文乍での警報表

示に加え,日動通報を行うことにより,迅速な対

応が可能

(納入時期:1998年3ノ+)
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郵政省は,顧客サービスのIhj上,郵便窓口業務

の効率化を凶るため,24時間対応をH指したマル

チメディア郵便局の整備を進めている｡その実験

局として1998年7月に開局した藤沢慶応前郵便局

に,日東製作所は,郵便自動サービス機と多機能

型私書箱を納入した｡このシステムはマルチメデ

ィア郵便局の特徴的なシステムであり,全国初の

ものである｡

〔システムの上な特徴〕

(1)郵便日動サービス機は,通常郵便物の重量･

寸法を自動判定し,郵便料金および証紙を発行す

るシステムである｡販売情報や機器の状態監視も

オンラインで行っている｡

(2)多機能巧竺私書箱ほ,配達郵便物を私書箱(ス

マートボックス)に保管するとともに,到着を利

朋者にインターネットで通知し,利用者が非接触

ICカードを用いて郵佃物を受け取るシステムであ

る｡将来的には,記録扱い郵便物(書留,ゆうパ

ックなど)の自動引き受けなどの械能拡張にも対
応できるシステムである｡

鞄鞄勤勉

題

転

衛生公害研究所の中央監視局(上)と,

島根県庁設置の6面マルチビジョン(下)

＼

ゝ



宇宙･衛星通信システム

衛星ディジタル時代に即応した映像とデータを配信する新しい形のサービスを開始した｡また,衛星搭載用の

宇宙ロボットを開発して宇宙軌道実旗にも成功した｡そのほか,宇宙開発に用いられる材料試験設備を完成した｡

HKChannelによるサービスの内容

衛星通信を利用した新しい形のサービス"HK(HomeKaleidoscope)Channe】”では,1998勺三5月からサー

ビスを開始した｡

コンテンツビジネスが音別生化している中で,衛

罷通信を利用した新しいサービスが注目を集めて

いる｡

H立製作所は,映像とデータの複f消せ衛星情報

配信サービス"HKChannel”を199綿三5月から開始

した｡

HKChannelでは,映像(MPEG-2)と,テキストや

静止画,音声などのデータをリンクさせることが

できる｡映像はリアルタイム配信型で,通常の衛

星放送と同株であり,データをあらかじめHK

Channel寺川受信端末に受信,蓄積しているので,

いつでも見たいときに再生することができる｡そ

のほかの機能として,個人あて･共通メールの表

示も行うことができる(〕

また,H立製作所の暗号アルゴリズム"MULTI-2”

と``MULTト4”才支術を仰いた限定受信方式の採蛸に

より,特に個人情報の配信でプライバシーを寸り,

安求された情報を契約者だけに確実に届けること

ができるようになった｡各コンテンツでは,XML

(ExtensibleMarkupLanguage)でテーブルファイル

過一塩

乎車

映Il■lくM陀¢2)

柵十蒜識㍗

､年率

映■十り:乃桝Åデ｢タ

を記述して関連づけることが可能なことから,コ

ンテンツプリベイラ(番組提供者)は比較的白1+-‖真

の高いコンテンツを提供することができるように

なった｡

学校法人河合塾では,コンテンツプリベイラと

してのサービスを｢河合塾サクセスTV+と呼称し,

初年度は人学受験生を対象に,｢国公立二次･私

人対策講座+群,｢束大対策講庵+群,｢センター試

験対策講幽+群のコースを提供している｡ノト後,

高子方壬学校1,2年判こも拡充する予延である｡コン

ピュータグラフィックスなどのビジュアル素材を

駆使したわかりやすい講義(映像)のほかに,授業

やテキストでり1過した問題の解答･解説や,英文

の音声読み卜げのデータ配信などを行っている｡

今後,地上阿線によるデータ返信,印刷,蓄積

型の動画(MPEG-1)などの機能追加により,さら

に質のよいコンテンツが求められることが予想さ

れる｡つリアルタイム怖が重視されるニュースなど

の情事Iiもサービスメニューに加え,いっそうのサ

ービス拡允を計画している｡

ごノ甘二

捗Lタ■生■止声捗

地軸

也甫甫痍軌

■止■十柵く小町)

適地意地盛亀山盗

事…生戸中棚

静止岳＋子牛剤､

同時改革

事t声づ咄テキスト十■止■t示

盟
工土=堂±±感

茨†才一払_r
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HKChannelでの映像･蓄積型データ配信サービスのコンテンツ表示例
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田真空複合環境試験設備
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真空複合環境試験設備の外観
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田きく7号搭載ロボットの宇宙軌道実験

きく7号の実験運用想像図(宇宙開発事業団提供)
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人丁衛星や宇宙ステーションなどに使用される

材料は,宇宙空間で電子線や紫外線,原子状酸素

にさらされる｡これによる劣化メカニズムを正確

に把握することが,機器の寿命評価などに重要で

ある｡

日立製作所は,宇宙環境下,すなわち10‾7pa台

以下の高真空‾卜と-150､＋100℃の温度条件下

で,材料サンプルに電子線,紫外線および原子状

酸素をおのおの単独または複合で照射でき,さら

にその材料を大気中にさらすことなく,超高真空

‾卜‾で原子間力顕微鏡と光電子分光装置を用いて材

料の表血分析が可能な,真空複合環境試験設備を

完成した｡

この設備は,スクラッチテスタと呼ぶ材料表面

摩擦機構を持ち,高真空下で材料表面の劣化を機

械的に試験することも可能である｡

従来,これら一連の試験と分析を高真空下で行

う装置は世界的にも例がなく,今後,この設備の

活用によって宇宙機器の信頼性評価の向上が期待

できる｡

(完成時期:1998午4月)

宇宙開発事業団開発の才支術試験衛星Ⅶ型｢きく7

弓+が1997年11月28日にH-Ⅲロケットで打ち上げ

られ,1年半にわたる実験運川が開始された｡

きく7号では,宇宙ステーションをはじめとす

る将来の宇宙活動に必要な技術の習得を目的とし

て,自動操作と地上からの遠隔操作によるロボッ

ト実験,および自動操作によるランデブー･ドッ

キング実験を,世界に先駆けて実施している｡

日子製作所は,この衛星の初期構想段階から参

画し,ロボット実験系搭載ロボットアーム用エン

ドエフェクタを開発した｡このエンドエフェクタ

は,ロボットアームの力制御に必要な高精度の

｢力･トルクセンサ+と,各種の搭載実験機器を把

持操作する｢ツール+で構成し,ロボット実験に必

須の機器である｡

きく7号での長期間にわたる実験成果は,今後

の宇宙ステーション計画をはじめとする宇宙実

験,宇宙作業用遠隔･無人化システムの開発に反

映される｡



交通システム

鉄道,交通のサービス向上,多様化する輸送需要への対応,および鉄道の経営効率向上のニーズに

こたえて,鉄道総合システムインテクレークとして,鉄道,交通各社への貢献を目指している｡

東日本旅客鉄道株式会社納めE4系2階建新幹線電車

E4系は,新幹線の通勤旅客増に対応し,El系

の後継車両として開発したものである｡オール

2階建8向編成で2編成を併結することにより,高

速車両としては世界最多の1,634座席を持つ｡

車外騒音とトンネル内微気圧彼の影響を低減す

るため,屋根_L乍調の給排気方法と先頭部形状を

改良した｡また,アルミ製構体の採用によって軽

量化している｡さらに,主回路にIGBT(Insulated

GateBipolarTransistor)を便用した3レベルPWM

(PulseWidthModulation)主変換装置を採用して′ト

型･軽量化を図り,主変止器と主電動機の騒音低

減も実現した｡車内販売の効率化を回るためにワ

ゴンリフタを設けている｡

(納入時期:1997年12月) 東日本旅客鉄道株式会社納めE4系2階建新幹線電車

田東海旅客鉄道株式会社納め700系新幹線電車用主変換装置

東海旅客鉄道株式会社納め

700系新幹線電車用主変換装置

砂

今春｢のぞみ+としてデビューする予定の700

系新幹線竜申用主変換装置では,高耐圧･人容量

IGBT素子(5.3kV,1,200A)を使用し,3レベル

PWM主変換装置とすることによって小型,軽量

化を実現した｡

制御には,ビートレス制御,ベクトル制御を採

用し,モータ,変圧器の騒音低減や高調波低減な

どを実現した｡さらに,主変換装置の冷却用送風

機を改良して,竜車の車内外のいっそうの低騒音

化を図った｡

(納入時期:1り98年10月)

東日本旅客鉄道株式会社納め直読電車用VVVFインバータ装置

この電卓は,東日本旅客鉄道株式会社の通勤形

と近郊形直流電車の今後の標準牢として開発した

もので,伝送指令の採用によってぎ装配線の大幅

な低減を図り,VVVFインバータ装置(IGBT使桐)

を採月]している｡

このインバータ装置では,高耐圧大容量IGBT

素子(3.3kV,1,200A)を採糊した高周波2レベル

方式として小型･軽量･静音化を実現し,制御面

では,ベクトル制御方式の採用による再粘着制御

件能と軽負荷回生性能の向上を問っている｡

(納入時期:1998年8月)

T

+

｢マ‾

11

東日本旅客鉄道株式会社納め209系950番代通勤形

直流電車用∨∨VFインバータ装置
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田多摩都市モルール株式会社納めモノレールシステム
北九州･人阪に次ぐ第3番目の都市型モノレー

ルとして,多摩都市モノレールの第1期区間(5.4

km)が1998年11月に部分開業した｡第2期の南区

間への延仲による全線開業(総延長16km)は,

平成11年度中を予定している｡

〔主な特徴〕

r】､
(1)卓両は仝アルミ合金製で,IGBTを朋した

考

交
通
シ
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指令室

モノレール車両

卜＼ VVVF制御ノJ式を採用した｡

(2)列車運転には,ATO(AutomaticTrainOpera-

tion)ワンマンカ式を採用し,車両扉と可動式安全

柵との連動開閉制御も行う｡

′ (3)運輸管理システムでは,自律分散方式により,

効率的な運行管理と電力管理を統括して行う｡

東日本旅客鉄道株式会社納め東京圏輸送管理システム"ATOS”一山手繰,京浜東北線,根岸線での運用開始-

東京圏輸送管理システム"ATOS(Auton()mOuS

DecentralizedTransportOperationControISystem)”

は,情報化時代に即した,安全で,きめ細かなサー

ビスを広範囲に提供できるシステムである｡

先に運用を開始した中央線に加えて,L_l+手練と

京浜東北線,根岸線で1998年7月に運用を開始した｡

〔主な特徴〕

(1)首都圏高密度線一大二で109駅,1H当たり列車約

3,000本をコントロールする超人規模輸送管理シ

ステム

(2)保′､了ての効率化を実現する保守作業管理システム

(3)旅客案内端末によるきめ細かな旅客サービス

(約1,4nO面の発卓標)
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運転整理画面

輸送指令業務

列車在線画面

保守作業風景

旅客案内サービス

東京圏輸送管理システム

(山手線,京浜東北線,根岸線の"ATOS”)

在来線運行管理システムー北海道旅客鉄道株式会社納め函館線運行管理システムおよび九州旅客鉄道株式会社納め総合指令システムー

北海道旅客鉄道株式会社納め

函館線運行管理システム指令室

(運用開始時期:1998年2月)

圃玩丁

九州旅客鉄道株式会社納め

総合指令システム指令室

(運用開始時期:1997年12月)
一】■堆

在来線運行管理システム

鉄道各社の安定輸送,指令業務や通子J二業務効率

と旅客サービスの向Lのニーズにこたえて,日東

製作所は,新しい運行管理システムを納入した｡

〔主な特徴〕

(1)中央装置にFTC(無停止型計算機)を採用した

集中型運行管理システム

(2)列車運行予想が可能な高度運転整理機能

(3)大規模駅構内での入換制御を可能とする制御

方式

(4)全線区のダイヤ,入換計画,保守計画の一括

管理化

(5)進路制御,旅客案内,情報サービスのシステ

ム統合化

(6)指令業務の統合を可能とする指令情報の共有化



自動車機器

技術革新と環境保全の∴加速する二つの流れの中で,日立クJレープの総合技術力と工レクトⅢニクス技術を結集

し,｢21世紀の高品質なクルマ社会+を目指して,地球環境との共存,高い安全性･一院適性の実現に努力している｡

60.5GHzミリ波レーダ方式採用の車間距離警報システム

米国イートン･ボラッド祉との共同開発によ

り,世界で初めて60.5GHzミリ波レーダん式を採

川した車間距離警報システムを製品化した｡この

製品は,高速道路走行時の前方不注意やわき見違

転,店眠り運転などによる先行車への追突事故を

予防する警報システムである｡

その原理は,ミリ波を先行車に月朋寸して,先行

車からの反射波をとらえ,先行車との車間距離と

相対速度を測定する｡これらの情報と自車の速度,

ブレーキおよび角速度情報から先行車に追突する

危険度を判断し,それに合わせて運転者に段階的

な警報を発する｡

このミリ波レーダ方式は,従来の光方式に比べ

て,雨,霧,雪などの悪天候‾‾卜での検知性能の低

下が少ないので,自動運転道路システム"AHS

(AutomatedHighwaySystem)”へのステップであ

る車l告J維持機能付きクルーズコントロール"ACC

(AdaptiveCruiseControISystem)”への発展,応川

が期待できる｡

(発売時期:19ウ8年7月)

柑■■-11■lil

申申

?曾■

車間距離警報システムの構成ユニット

筒内噴射エンジンの高度シミュレーション技術

混合気(燃料,空気)

高圧
吸気系

燃料噴射弁J

田
燃料噴霧

点火プラグ

⑳

燃焼昭一性

筒内圧力

熟発生率

＼ クランク角

＼排気-(㍍占;-,-一首ふう

NOx,すす生成シミュレーションの例薄
濃度

濃

注:略語説明 TDC(TopDeadCenter)

筒内噴射エンジン用シミュレーション項目と結果例

自動中ガソリンエンジンの燃費を人幅に向卜す

るシステムとして,シリンダ内に燃料を直接噴射

する筒内噴射エンジンが有効である｡このエンジ

ンは,1-一絹右打程【‾rlに燃料を噴射し,ノニ烹火プラグ周

りに集中させる混合気の成層化によって超リーン

バーン(空燃比40)を達成する｡約100気拝に燃料

を加任して噴射する高圧燃料ポンプと高止燃料噴

射弁,シリンダ州二空気流動を牛成する吸気系,

およびこれらを核とした制御技術によって実用化

を可能にした｡

複雑なシリンダ†勺の現象を正確に把握するため

に,スーパーコンピュータを用いたシミュレーシ

ョン才支術を新たに開発し,製品化のスピードアッ

プを図った｡

〔主なシミュレーション項目〕

(1)高圧燃料噴射弁から噴出する噴霧挙動

(2)シリンダ内の空気流動,混合気挙動

(3)燃焼特件(筒内圧力,熱発生率)

(4)NOx,すすの排山挙動

今後,このシミュレーション技術を2000年以降

の口米欣の排気規制強化に対応する次世代筒内噴

射エンジンの開発にも適用し,甲一期実用化を目指す｡
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田燃費と運転性を両立させた駆動力デマンド制御システム

慈
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自動車の燃費と運転性を両立させることのでき

る駆動力デマンド制御システムを,日産自動車株

式会社,株式会社ユニシアジェックスと共同開発

し,1998年10月に製品化した｡これは,ガソリン

直噴エンジンとCVT(Continuously Variable

Transmission:無段変速機)を用いて,エンジンを

最良の燃費で動作させる制御システムである｡

アクセルペダルで指令された駆動力を達成する

ためのエンジントルクとエンジン回転数は,車速

と変速比で決まるが,CVTの場合は変速比が無段

階に変えられるので,エンジン動作点を自由に選

ぶことができる｡エンジン動作点を変えても,指令

駆動力を満足する馬力が一定なので,この性質を

利用して燃料消費量が最少になるように,エンジ

ントルクと変速比の組合せを計算する方式とした｡

これらの計算を行う駆動力制御ソフトウェア

は,実際にはエンジン制御装置とCVT制御装置の

CPUに分散して追加内蔵させている｡

CVT

制御

装置

駆動力制御部(追加ソフトウェア)

駆動力指令

最適配分喜十算

変速比指令 エンジン出力指令

■●■t●■●t●■●●●■

:エンジン:

… 制御装置;
●●●●●■▲●■■■●■▲●

CVT

m

電子制御

スロットル

エンジン

最良燃費を得るためのエンジン出力と変速比の

最適配分制御の仕組み

田自動変速機の変速ショックを低減する油圧制御

100

変速暗

加速度

変動 50

(%)

エンジン

回転数

Ne

推定トルク

98

-47%

条件:

(1)卜2変速

(2)スロットル全開

従来方式 新方式
(当社従来機種比)

入力
クラッチ油圧指令Pc

回転数Nt クラッチトルクTc

Tc=fl(Tl,Nt)

入力トルクTt

変速機入出力軸

回転数比 Vr 摩擦係数

いモデル

Pc=f2(Tc,い)

クラッチモデル

新油圧制御方式

クラッチモデルを用いた油圧制御方式の概要と

変速性能

自動変速機搭載車の変速ショック(変速時の加

速度変動)を抑制するため,推定トルクとクラッ

チ摩擦係数をパラメータとする新たなモデル(開

放式)を考案し,このモデルを用いたクラッチ供

給油圧制御方式を開発した｡

この方式では,変速機特性,エンジン特性のそ

れぞれから既存の回転数信号を用いて入力トルク

を推定し,かつ互いに補正し合う高精度なトルク

推定技術を導入した｡また,クラッチ摩擦係数が

変速中に変化して変速性能へ大きく影響を及ぼす

ことを明確化し,摩擦係数モデル,入力トルクお

よび入力回転数をパラメータとする新たなモデル

を適用した｡

その結果,変速時の加速度変動を47%(当社従

来機種比)抑制でき,変速ショックが大幅に低減

した｡また,このモデルの導人により,理想的な

油圧設定が可能となって油圧制御データ量が大幅

に削減でき,データチューニング工数の低減を実

硯した｡

(採用時期:1998年8月)



田衝突安全基準の強化に対応した軽自動車用エンジン制御装置
衝突安全基準の強化を目的として,軽自動車の

規格の改定が1998年10月に行われ,全長が

100mm,全幅が80mm拡大された｡これは,1990

年に実施された排気量制限枠改定以上の出来事で

あり,大きなターニングポイントでもある｡この

規格改定にあたっては車両重量の増加が予測さ

れ,運転性,燃費および排気の悪化が懸念された｡

これらの問題に対応するには,エンジン性能の

大幅な改善が必要となった｡そのため,(1)動力

性能と燃費向上を目的として,電了満U御スロット

ルシステムと可変バルブタイミングシステムを

組み合わせたパワートレイン制御システム,(2)

排気浄化と燃費向上を目的として,エア アシス

ト インジュクタや空燃比センサなどで構成する

リーンバーン システムと電子制御スロットルシ

ステムを組み合わせたパワートレイン制御システ

ムを開発した｡これらのシステムは,前者がスズ

キ株式会社のアルトワークス単に,後者が同社の

アルト卓にそれぞれ採用された｡

(発売時期:1998年1()月)
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衝突安全基準の強化に対応した軽自動車用

エンジン制御装置

田エンジンルーム内に搭載が可能なパワートレイン制御装置
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エンジンルーム内に搭載が吋能な自動車用パワー

トレイン制御装置を製品化した｡これにより,ワイ

ヤハーネスが削減でき,車両への搭載性が向上し,

車両コストを低減することができる｡

従来,草案｢仙こ搭載していた制御装置を,熱や振

動が大きくかつ狭いエンジンルーム州二搭載するに

は,耐環境性の大幅な向上と,小型･軽量化が必要

であった｡今回,下記の技術を採用して,自動車糊

としての信頼件とコストの両立を実現した｡

(l)セラミック多層基板:スーパーコンピュータ

用セラミック多層基板技術を自動車川に応用

(2)ベアチップ実装:セラミック基板上への半導

体のベアチップ実装技術を開発

(3)ケースー体型防水コネクタ:コネクタとケー

スを一体成形し,気密性向卜と部品点数削減を達成

(発売時期:1998年3月)
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省スペース型のホットワイヤ式空気流量計

電子制御によって自動車エンジンを最人効率で

駆動するには,吸人される空気流量を高精度に検

出することが非常に重安である｡この空気流量検

出手段としてホットワイヤ(熱線)式質量流量計を

開発し,1981年に世界で初めて生産を開始した｡

自動車エンジンでは,特に,吸気脈動による検

出誤差が問題となる｡このため,ホットワイヤを

バイパス通路に配置してこの誤差を防止した(口

立製作所特許)｡

今回,脈動流を緩衝するバイパス通路構造と精

密樹脂成形技術を新たに開発し,モジュールとの

一体化により,取付けの簡易化と検出精度の向上

(4→3%)を図った｡この結果,エアクリーナやス

ロットルボディなど,既存の吸人空気通路への取

付けを容易にし,取付けスペースを大幅に削減し

た(当社従来機種比50%減)｡

(発売時期:1998年1月)

100

モジュール

バイパス通足

エアクリーナ

ホットワイヤ式空気流量計の構成

(エアクリーナ直付け例)

藩

エンジンの電子制御に適したステッピングモータ駆動式アクチュエータ

エンジン制御装置

軌＼

♂
◎

m

① (参 ③

注=①アイドル回転制御弁,②巨GRバルブ
③スワール]ントロールバルブ用モータ

エンジン制御用ステッピングモータ駆動式

アクチュエータの取付け位置と外観

け

近年,排去も規制や燃費規制の強化に伴い,エン

ジンの竜一‾f一利御化が進んでいる｡アクチュエータ

に対しても,制御精度向上,作動範岡拡大および

信頼性向上の要求が増大している｡

これらの要求にこたえるため,従来のソレノイ

ド式や空圧式に代え,ステッピングモータを駆動

源とし,制御パルスで直接動作させ,電圧,周囲

温度,媒体圧力などの影響を受けないアクチュエ

ータを開発した｡

〔製品の主な特徴〕

(1)ステッピングモータ式アイドル回転制御弁

アイドル回転制御を行うバルブであり,大流量

制御が可能

(2)ステッピングモータ式EGR(排気ガス再循環)

バルブ

排気を吸入空気に還流させるバルブであり,大

流量化と流量制御範囲の拡大が可能

(3)ステッピングモータ式スワール コントロー

ルバルブ用モータ

エンジン気筒内に旋回流(スワール･タンブル)

を発生するバルブを駆動するアクチュエータであ

り,連続的な開閉制御が吋能
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エレベーター･エスカレークー
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規制緩和に伴い,機械室を無くして建築コストの低減を図るエレベーターを開発した｡国内外のビックプロジェクト

ヘの参加,高齢化･高福祉化への対応,インテリジェント化指向リニューアルや,省エネルギー技術にも注力している｡

機械室を必要としないビルトイン型中低層ビル用エレベーター｢アーバンエースmini+

かご用

ガイドレール

受電制御盤

ロープ

かご

つり合いおもり

つり合いおもり用
ガイドレール

巻上機

駆動装置を昇降路内にビルトインした

｢アーバンエースmini+の構造

1999年春に発売する予滋の,屋上機械室叶こ要の

エレベーター｢アーバンエースmini+は,昇降蹄内

に駆動装置と制御装置をビルトインすることによ

り,機械等を不要としたものである｡1997年10月

にはl司様のビルトイン型エレベーター｢レジデン

スエース+を発売しており,今匝卜発売するものは,

事務所,店舗,ホテルなどさまざまな用途のビル

に設置が可能である｡

屋上機械室を無くすことは,建築コストの低減

だけでなく,建築の高さ制限に対して有利となる｡

また,建築と昇降機とのスペースの取り合いを単

純化できることによるメリットも多い｡仕様は,

定員4八乗り,速度45m/min,鼓大5階床,鼓大昇

降行程13mである｡

〔主な特徴〕

(1)機械室を無くして,巻__L機などの機械類を

昇降路の‾卜部に設置することにより,建築設計の

白由度を上げ,オーバヘッド寸法も最小3,000mm

を実現

(2)かごの軽量化と低消費電ノJのモータ制御によ

り,油圧式の約÷(1社従来機種比)の省電力設計

品川駅東口再開発の｢品川インターシティ+納め昇降機の完成

東京の南表玄関である品川駅東口地区(港区と

品川区にまたがる旧国鉄貨物ヤード跡地)には,

多数の高層ビルプロジェクトが進行中である｡イ

ンフラストラクチャーの整備も急ピッチであり,

｢品川インターシティ+はそのリーディングプロジ

ェクトとして完成した｡

｢品川インターシティ+は,地下3階,地上32階

建の超高層オフィスビル3棟を中心に,商業施設,

文化施設などの複合施設から成る延べ床面積33フJ

7,000mコの大規模再開発プロジェクトである｡日

立製作所は,300m/min8台を含む高速インバータ

制御エレベーター46台,エスカレーター24台(計

70台)の昇降機設備を納入した｡

ビルの防災計画上,火災時にエレベーターホー

ルが避難経路として佗用されるため,遮煙性能の

向上を凶った出人口構造の高速エレベーターや,

CRTによる昇降機監視システムなど最新のシステ

ムを納めている｡

(完成時期:1998年11月)

プク

監護

｢品川インターシティ+の完成予想図
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田北京･中国銀行本店納めのエレベーター
北京市の中心である天安門広場に隣接する中国

銀行本店から,速度150m/minのインバータ制

御･高速エレベーター30台を含むエレベーター仝

46台を-･括受注し,このたび製品を出荷した｡

建国50同年を迎える1999年10月にオープンする

予定のこのビルは,地上15階(地下4階),総床面

積17万mコの1祉占有大規模ビルであり,建物の設

計と内装は世界的に有名な米国のアーキテクトに

よる斬新なものである｡そのため,特に,乗りか

ご内装には2枚重ねのラミネートガラスを使用し,

豪華な意匠としている｡

中国の表玄関北京空港納めの動く歩道

東野 東熊軸輯押野

幣′懲慨懲･懲懲懲轡甥竪.甥緊漕

瀾志二妄･羞

一也Jtrゾ〃■一〆･..イ..､｡I′★
仰'〉‖

妙
棚頼頗肝抄

着■

軒嘗

を

筆一態義朗轟
叩･叫叫#

北京空港ターミナルビルの外観のイメージ
準､三

噸

礫

北京･中国銀行本店ビル完成予想図

伊

噂

北京巾の国際空港｢北京首都国際機場+から,新

ターミナル用として動く歩道26台を受注し,据付

け工事中である｡

新ターミナルは,中国はもとより世界各国の才支

術の枠を結集した,l日夕ーミナルの3倍の面積を

誇る中国の玄関にふさわしい規模であり,1999年

10月に完成予定である｡

最長78m,総有効長さ1,225mの動く歩道は,

BS規格を基本とし,発展著しい中国でのショー

ルーム的な存在となるものと期待できる｡

田駅のインフラストラクチャー整備の目玉としてエスカレーターの導入活発
21世紀を臼前にした現在,わが国では,欧米を

上回る高齢化の進行に呼応して,高齢者や車いす

使用者に対するバリアフリー(障害なし)の考え方

が重視されている｡インフラストラクチャー整備

が急速に進む鉄道駅でも,一一般旅客共用の車いす

用ステップ付きエスカレーダーの導入が活発とな

り,ここ1年で首都圏だけでも100台余り設置され

ている｡

駅では,旅客流動に対する影響を最小限に抑え

ながら,既設階段へのエスカレーター増設,既設

エスカレーターへの車いす輸送機能の追加や短工

期対｢仁など既存設備の充実を図っており,口立製

作所はこれらのニーズにこたえている｡

漕

/ミ

+_【

東日本旅客鉄道株式会社管内

全町駅のエスカレーター
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最新の群管理方式で機能一新,パレスサイドビルのリニューアルエレベーター

築後30年が経過した,東京都千代田〆のパレス

サイドビルでは,このたびエレベーターのリニュ

ーアルを実施し,次世代に向けて-･段と機能を強
化して生まれ変わった｡

束コアの乗用8台,荷物用1台をインバータ制御

とし,これまで4≠ナ,2台,2台の3グループ群管理であ

ったものを,個性化知能群管理方式による2グルー

プとして即時予約制御を採用した｡エレベーター

円形配置の特徴を生かして,ホールボタンはホー

ルの中央部にポールを立てて設置し,操作しやす

く,乗り込みがスムーズにできるように配慮した｡

かご室はガラスを用いた明るいデザインとし,

運転効率･利便性･操作性を向上させた｡

(完成時期:1998年7月)

パレスサイドビルのエレベーターホール

とリニューアルエレベーター

量子のスペースに設置が可能でコンパクトな2人乗りホームエレベーター

高齢化社会の進展やライフスタイルの変化など

に伴い,ホームエレベーターの需要はここ5年間

で約5倍に拡大している｡需要の拡大とともに,

その傾向はわが国の住宅事情を反映し,省スペー

ス･コンパクト型へのニーズが高まっている｡

このようなニーズにこたえるため,居住空間の

有効利用を目的に,畳与のスペースに設置するこ

とが可能な2八乗りホームエレベーター｢ホームエ

ース上昇気分111ini+を発売した｡

高齢者などがより楽に利用できるように,かご

室内に折り畳みいすの設置をオプションとして用

意している｡

(発売時期:1998年6月)

量子のスペースに設置が可能なホームエレベーター
｢ホームエース上昇気分mini+

電動機容量,機械室面積を約30%削減したカウンタウエート付き省電力油圧エレベーター

油圧エレベーターは,建物頂部の機械室が不要

で,建物高さ制限への対応が容易であることから,

需要が年々拡大している｡

この製品は,油圧エレベーターにインバータ制

御を採用し,カウンタウエート付きとすることに

より,当社従来機種比で電動機容量,機械室所要

面積を約30%,電源変圧器容量を約65%それぞ

れ低減した｡

速度45m/minでは積載量1,000kgから1,600kgま

で,速度60m/minでは積載量1,000kgの機種をそ

カウンタウエート

油圧ジャッキ

l l
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による引き上
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れぞれラインアップした｡なお,昇降路スペース

は従来と同じである｡ (発売時期:1998年4月) カウンタウエート付き省電力油圧エレベーターの構造
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ビル用設備･システム
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環境･省エネルギーに関する問題では,官民あげた対応によってその成果も出てきている｡特に,空調･冷凍

分野を取り巻くユーザーニーズは強く,それにこたえた機器･システムを開発している｡

田電力負荷平準化に貢献する｢氷蓄熱式パッケージエアコン+
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空調機器のいっそうの電力負荷平準化と経捌生

にこたえて,水苔熱式パッケージエアコンの｢高

ピークシフト型+と｢小谷買型+を製品化した｡

高ピークシフト型では,(1)蓄熱容量を強化し,

冷房運転時の消費電力夜間移行率の40%減(当社

従来機比),(2)消費電力の夜間移行率の向上に

よるいっそうの低ランニングコスト,(3)ナイト

シフトモード運転採用による業界トップクラスの

静音化などを実現した｡

小容量巧竺では10馬力未満を製占占化し,(1)冷房

運転時の消費電力夜間移行率の20%減(当社従来

機比),(2)設置環境の厳しさを考慮した蓄熱ユ

ニットコンパクト設計,(3)業界トップクラスの

静昔化などを実現した｡

(発売時期:1りウ8年8Jl＼l()月)

や三
､･､､

/

ニー二丁勺1叫

室外ユニット

撃撃
室内ユニット

■●■

‥･▲I

蓄熱ユニット

氷蓄熱式パッケージエアコン｢高ピークシフト型+の

システム構成例

田省エネルギーニーズにこたえるコンビニエンスストア用の空調･冷凍機器

室内ユニット

+舶〓
軌
一

=･室外ユニット

天理型インバータパッケージエアコン(左)と

インバータスクロール冷凍機(右)

田ビル用空調機の遠隔監視保守システム
ビル用空調機の保寸は,定期点検から常時監視

へとこ-ズが転換してきた｡このニーズにこたえ

て,業界初のインターネット利用遠隔監視保守シ

ステムを開発した｡

このシステムにより,空調機の運転状況が,空

調機に接続されたコントローラと通信ユニット

(パソコン)を介して遠隔監視センターに常時伝送

されるとともに,異常兆候検知時には,サービス

マンの迅速な出動を可能とする｡

(発売時期:1998年7月)
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コンビニエンスストアの空調･冷凍機器では,

省エネルギーと低騒音化へのニーズが高い｡口立

製作所は,このニーズにこたえるために,｢インバ

ータ制御による省エネルギー化+を推進してきた｡

空調機では,｢天拇(天井粗め込み)型インバー

タパッケージエアコン+をコンビニエンスストア

専用機として開発して省エネルギー化を図るとと

もに,室l勺機に天理ダクト方式を採用し,快適性

とサービス性の向上を実現した｡

冷凍機でも,業界初のインバータスクロール冷

凍機を開発し,これによってコンビニエンススト

アのモニタ店で,当社従来機比30%以上の省エネ

ルギー効果を実現した｡

(発売時期:1998年1月)

･ビル用マルチエアコン

‾趨 藤一一
←伝送配線

-一基;毒j⊆妄

慧
モ≡≡聖

現地配線

通信ユニット

コン桓

公衆回線

1SDN回線

高速データ
通信可能

28,800ビット/s
以上

上た
インターネット

り
●遠隔監視センター

国

ビル用空調機の遠隔監視保守システムの構成例



田燃料電池の排熱を利用した,省エネルギー空調を実現する吸収式冷凍機
近年,省エネルギーと環境の分野で,エネルギ

ーの有効利用は重要なテーマとなってきている｡

そこで注目されているのが,燃料電池の排熱を利

用したコージェネレーションシステムである｡通

信機宰などの冷j方を目的として,この燃料電池の

排熱を利用した吸収式冷凍機を,株式会社エヌ･

テイ･ティファシリティーズと共同開発した｡

この機は,(1)燃料電池から排出される蒸気と

温水の2熱源を駆動力とする,(2)ガス直燃焼様

能付きで冷房能力を確保する,(3)冷房能力の搬

送はR134aによるなどの特徴を持つ,一重二重併

梢吸収式冷凍機である｡初号機は,H本電信電話

株式会社の武蔵野研究開発センター新棟に1998年

10月に納入した｡

く=や電動パッケージ 冷却塔

空調機

0

滋
0 空調

.通信装置.lll

電力供給

冷媒ポンプ
＼.

＼こ
ガヾス
燃料電池

蒸気回収 ‡ミ＼都市

さ
吸収式冷凍機

温水剛史
＼＼

＼＼＼＼＼＼

燃料電池の排熱を利用した空調システムの概略構成

田シニア健康センター｢しおさい+納め設備管理システム
伊■■pr

+】､∃

日立製作所健康保険組合が茨城県口立市に建設
し したシニア健康センター｢しおさい+に,中･大規

､卑一 校ビル用として開発したビル管理システム

鞘
こ==ヒ=:■

柳
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榊時弊
{■■
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BUルMAX-AD中央監視装置

義一-...､.,

"BUILMAX-AD”の第1号機を納入し,1998年2月

に稼動を開始した｡

BUILMAX-ADは,オープン化･コンパクト化を

図ったシステムであり,汎用ネットワークの採用

に加え,[車1際標準の通信規格に準拠しており,セ

ンター内の空調,′受変電設備などの監視制御,介

護支援システムとの連携を実現するものである｡
三■･-､【 〔 わ■八■▲=▼･---･-叫.-

/ノ. このシステムの導入により,センターの管理運

営の省力化や,ナースセンターでの居室空調状況

の把捉による入居者への快適環境の提供などの効

果が柑J得できる｡

田水道直結給水ユニット｢ダイレクトウオータエース+くスタンドタイプ〉
水道直結給水ユニット｢ダイレクト･ウオータ

責至芸蓋を葉菜琶器重宝芋≡…≡
恥丑厩由

水を直接安定供給することができる｡ 一二

このたび,いっそうの省スペース化のニーズに

こたえて,据付け面積の極小化を図り,吸吐配管

方向の自由度を高めて側壁や軒‾Fなど狭い場所へ

の設置を可能にした,｢スタンドタイプ+を製品化

した｡据付け面積は,当社従来機種比80%である｡

水道法の改定以来,中･高層建物への直結給水が

全国的に普及しつつあり,今後の需要拡大が期待

できる｡ (発売時期:1998年6月)

〔(幅)800×

(奥行き)250×

(高さ)1,700(mm)〕

｢ダイレクト･ウオータエース+〈スタンドタイプ〉
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産業システム

システムから単品まで各種の新産業関連製品では,効率向上など省エネルギーを思考した機器の改良などを

図った｡シミュレーションライドシアターやHACCP対応の食品製造管理システムなどの新製品も発表した｡

田中小企業物流効率化法認定｢ソシオ熊谷共同物涜センター+の完成

∵

産
業
シ
ス
テ
ム

埼モ県北部を中心にした医薬占占や食料占‾占などの

卸売業着で構成する,協同組合熊谷流通センター

(通称｢ソシオ熊谷+)が高付加価値物流サービスを

目指して建設を進めていたソシオ熊谷共同物流セ

ンターが,1998年5月に完成した｡

この物流センターは,医薬品卸業や食品卸業な

どの組子ナ員が利用する共何の施設であり,卜記の

業務を行っている｡

(1)ディジタル ピッキングシステムによる高精

度の保管,荷役業務

(2)自動倉庫,仕分けコンベヤによる効率的な荷

さばき業務

(3)在庫情報や入山庫情報のコンピュータ処理に

よる効率的な作業管理

基本計画段階からこのような物流高度化の検討

を行い,｢中小企業流通業務効率化促進法+(通称

｢中小企業物流効率化法+)の高度化融資としての

認定を1996年3月に受け,認延事業の巾でも最大

級の建設となった｡

日立製作所は,システムインテグレータとして

共晶棟のコンピュータシステムの製作と,物流設

備の取りまとめを行った｡

†耐

ー'■.ヾ､蛸..卜■〆

一■l卯､■■･-l一廻り

観望欄剛･･膠■山1

漁巾J瓜.

冊

叩/>

右コ

…出椚■■
l
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■耶.酢G巾
呵√爪l 巾

命付
叩囁､】へ

⊂声

ソシオ熊谷共同物流センターのレイアウト

田大阪ガス株式会社納め大規模運転管理システムの運用開始
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大阪ガス株式会社姫路製造所納め運転管理システム
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人阪ガス株式会社姫路製造所に納入した都市ガ

ス製造工場用の運転管理システムは,操業を継続

したままの状態で,1998年4月に既設上位システ

ムから新L位システムへの切換を1日で終え,運

用を開始した｡以降,1999年9月の切換完了を目

指して,操業を続けながら下位側約100台の旧コ

ントローラを新コントローラに順次切換中である｡

〔主な特徴〕

(1)都市ガス製造プラント,電力設備,防災設備,

OAも含めた大規模(約6万点)な工場全体統合化に

よる高効率化

(2)主要機器を二重化した運転系システムに加え,

さらにディジタルバックアップシステムを備え

た,都市ガス製造工場としての信頼性を強化した

システム

(3)無停止でシステム更新ヤプラントの増設･改

造が可能



田東洋ゴム工業株式会社納め生産管理システムの完成
東洋ゴム工業株式会社は,生産効率の向上と_丁二

程内物流の完全自動化を実現した最新鋭丁場を稼

動させた｡H立製作所は,計画設計段階から生産

方式のシミュレーションなどを提案するととも

に,新生産管理システムを納入した｡

〔主な特徴〕

(1)各工程ごとにワークステーションを配した分

散処理アーキテクチャの採用

(2)作業進捗(ちょく)状況と設備稼動状況を反映

した各機台ごとのダイナミックスケジューリング

機能の実現

(3)仕掛かり実在庫と半製品使用予測の評価によ

る,仕掛かり在庫を大幅低減する作業指示様能の

実現

(納入時期:1998年3月)

｢シミュレーションライドシアター+

シミュレーションライドーシアターのイメージ

田HACCP対応食品製造管理システムの稼動
食品業界の新しい衛生管理基唯として導入が進

められているHACCP(HazardAnalysisCritica】

ControIPoint)とGMP(GoodManuねcturingPractice)

に対仁bした製造管理システムが,1998年11月に杏

辛調味料製造丁場で稼動を開始した｡

〔主な特徴〕

(1)製造指図のオンライン化,ペーパレス化

(2)sop(標唯作業手順書)を基準とした製造作業

のオンライン管理

(3)実績記録のオンラインファイル化とトレーサ

ビリティの確保
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イーサネット田

全体管理 ホストコンピュータ
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部材工程 部材運搬工程 成型工程 生タイヤ運搬工程 加硫工程

東洋ゴム工業株式会社生産管理システムの構成

次世代のアミューズメント機器として,6人乗

り｢シミュレーションライドシアター+を開発し,

1998年11月,米国ダラスで開かれたIAAPA(国際

アミューズメントショー)に出品した｡

仝視野に広がる継Hのない大画面映像と小型･

軽量の円軸電動揺動装置により,観客を没入感あ

ふれるバーチャルリアリティの件界に誘う｡また,

観客の操作に応じて矧rll新たな体験ができるイン

タラクティブ機能や,ライドビうしが同じ仮想世

界を共有するネットワーク機能など,最先端の技

術を実現した｡

コンテンツとしては,｢2001年宇宙の旅+の特撮

監督であるダグラス･トランブル氏など,国内外

の著名映像作家の作品を制作中である｡

(納入予定時期:1999年6月)

計算機室

管理
/†ソコン

⊂]

サトー
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[コ

管卦〈ソコン事務所
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パソコン

L B

B C
P R

電子 電子
はかりはかり

電子はかり

l
鵬
献 スタ

PLC

匝匿]同軸匝
投入･

かくはん [霊宝][垂]匝∃
注:略語説明

BCR(BarCodeReader),PLC(Pro9rammab【eLogicContro=er),LBP(ラベルプリンタ)

HACCP対応食品製造管理システムの構成
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プロセスソリューションシステム"PS21”

プロセスソリューションシステム"PS21''は,

設備制御のデータをヒストリカルなプラントデータ

としてデータベースサーバに蓄積し,情報の共有化

と各種パッケージにより,運転業務からスタッフ業

ワーク
ステーション 巨車重麺〕

〔垂直車重巨亘亘≡〕
匹≡ヨ亘≡垂亘〕

lllll■

ゆ

産
≠
乗
シ
ス
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ム

通信】肝
パソコンl./F

両諾琶

メノセーシ

管理

巨表∃0[:亘萱∃0㊨
DCS./PLC

各種lノF

各社
DCS

苔寺土
PしC

匝麺画

注1:略語説明

PDBH(PlantDatabaseHandl即),HDB(HisloricalDatabase)
HDSくHistoricalDataSystem),DCS(D加わutedControISyslem)
PLC(Pro9rammableLogicContrD11er)

"PS21”の構成例

注2

Windowsベースから

UNIXベースまで各種
対応が可能

務までトータルに,業務効率および運転効率向上を

サポートするシステムである｡適用分野は,化学,

ガス,薬品,食品などである｡

〔主な機能〕

(1)各椎パッケージの高度制御機能

(a)プラントのモデル化による予測制御

(Identifjcation&Mode】PredictiveandAdaptiveControl)

(b)マテバラ,熱収支計算などによる高効率運転

支援(IntegratedPlantOperationPackage)

(c)データ記号化による時系列状態変化監視

(IntelligentAlarmSystemMarkingthePl･OCeSS

DatawithSignificantWords)

(2)運転状態のトレンド表示機能(各種標準画面装備)

(3)Microso氏Excel*リンケージなどのスタッフ'支援

機能

(発売時期:1卵8年4月)

桔:*は他什資妄動頸慄(146ページ参†!口)

Windows･リアルタイムOS共存型のパソコンPLC"PASOQUENCER”

1台の機器上でリアルタイムOS(Operating

System)とWindows NTの独立動作を実現する

パソコンPLC(ProgrammableLogicController)

``pASO(〕UENCER”を開発した｡

シーケンス制御には国際標準規格である

IEC6113l-3に完全準拠した"HIT-TSaGRAF*”をパ

ッケージ化し,lms周期での実行も可能とした｡

また,設備監視には作画･モニタに定評のある

"HIT-FIX*”をパッケージ化した｡オープン フィ

ールドネットワーク"DeviceNet*”もサポートして

いる｡口立製作所の制御用コンピュータ｢HF-Wシ

リーズ+との組合せにより,高い信頼惟とリアル

タイム性を維持しながら,低コストでかつ操作件

分散コントローラ｢NXSDCシリーズ+

コンパクトな高性能分散コントローラ｢NXSDC

シリーズ+を開発した｡

100MHzのRISCプロセッサ"sH-3E”を2個搭載

分散コントローラ｢NXSDCシリーズ+
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に優れたシステムを容易に構築できる｡

(発売時期:1998年5月)

盲主:*は他社常宗長商標(146ページ参照)

ー≡

威∴萄琴
パソコンPLC"PASOQUENCER”

し,リアルタイムOS"VxWorks*”の採用により,

凶際標準IEC61131-3準拠シーケンス制御ソフトウ

ェア"HIT-ISaGRAF”と,ユーザー開発用のC言語

を実行する｡また,上位と制御装置間ではイーサ

ネットや財団法人製造科学技術センター(MSTC)

で標準化されたFAコントロールネットワークを,

フィールドネットワークではDeviceNetを,サー

ボ用ネットワークではSERCOSをそれぞれサポー

トする｡オープン規格対応の小型コントローラと

して,新世代のオープン化制御システムでの活用

が期待できる｡

(発売時期:1998年10月)

注:*は他社登録l馴票(146ページ参照)



田情報ネットワーク用ミニUPS｢=-07シリーズ+
LAN/WANなどに導入が進むサーバと周辺機器

に適するミニUPS(無停電電源)を問う芭した｡

(1)upsの2山力の起動･停止のタイミングをず

らして倒辺機器をサーバより先に立ち卜げ,遅く

停止させる機能に代表される,システム構築への

配慮と,(2)サーバ上でUPSの起動･停止を週月

単付二で設定し,運転状況を監視記録するスケジュ

ール運転･運転情報管理機能など,ネットワーク
管理での高機能化を図った｡また,信頼件の高い

常時インバータ方式を採用し,1､10kVAでのシ

リーズ化により,各種川途に対応している｡

(発売時期:1998年2月)

20･30kVの新型ガス絶縁開閉装置

守

●

■

20･30kV級GISのニューシリーズ

田60･70kVの新型ガス絶縁開閉装置
60･70kV級特高一之電設備として多数の約人実

績のあるニューパッケージGISを改良した｢CHシ

リーズ+を発売した｡これは,新たに開発した高

耐1-Ⅰ一三ZLA(酸化亜鉛避宙器)や試験端子付きT形ケ

ーブルヘッドを適用し,受電設備としての基本機

能を損なうことなく,GISの縮小化(対従来品容積

比66%)を同ったものである｡

〔主な特徴〕

(1)設備計画時の機才旨配置の自由度を向上

(2)直接外部接続が可能な試験端子を備えたこと

により,据付け･試験時の段取りでSFガスの給

排処理を小安とした｡工事工数を低減したり,ガ

スの人気中への排出を防ぐことができる｡

(発売開始:1997年10月)
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1kVA

ミニUPS｢H-07シリーズ+

1.5kVA 2.5kVA

R立製作所のGIS(ガス絶縁開閉装置)の基本設

計一獣想を踏襲し,20･30kV級GISをモデルチェン

ジしたニューシリーズを発売した｡最近の都市配

電の増強計画やビル電源リニューアルに適した製

品である｡

〔主な特徴〕

(1)20kV,30kVとも川 一外形寸法とし,盤幅

600mm,盤高さ2,300mmで高ノート盤並みの寸法

(2)冗長系を確保したガスlメニ両の採用により,外

部からガス処鞘なしで真空遮断器の真空バルブ接

∴了の消耗呈や真空度の診断が叶能な機能を付加

し,1〔く検やトラブル時の停電の栴少化に配慮

(3)試験端J′▲付きT形ケーブルヘッドの採川で,

耐圧試験時のガス処理が不安

(発売開始:1997年11月)
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田小型･ユーティリティ監視システム｢SAVEMAX･Pシリーズ+
産業･公共分野のユーティリティ設備(電源,

動力,水処理など)を監視制御する｢SAVEMAXシ

蓼

へパ
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ユーティリティ監視システム｢SAVEMAX-Pシリーズ+

リーズ+で,′ト規模監視用の｢Pシリーズ+を開発

した｡

SAVEMAX-Pシリーズは,処理装置に｢オープ

ンで柔軟件のある+R立製作所のFAパソコンHト

Wシリーズを使用し,24時間操業が対応可能なシ

ステムである｡マウスクリック機器操作,ユーザ

ーによる画面編集,階層化計器表示など,ユーザ

ーフレンドリーな特徴を待つ｡

この装置では,省ノJ･省エネルギー対応として,

設備のスケジュール管理,電力椚費予測機能など

を強化している｡さらに,環境管理システムとの

連携により,環境データの収集や環境管理基準に

従った機器の最適保守管理をサポートしている｡

(発売時期:1998年5月)

ハイレベルのクリーン環境を低消費電力で実現するクリーンルーム用ファン付きフィルタユニット

半導体や液晶などの製造工程に多数設備される

クリーンルーム用フアン付きフィルタユニットの

消費電力を低減することにより,ランニングコス

トの低減が回れ,地球温暖化防止のニーズに対応

が吋能となる｡

高効率翼形ターボファンと静庄回復機内構造の

フィルタユニットを開発した｡これにより,消費

電力40W,騒音44dI主(処理風量13mj/min,機外

静圧29Pa相当)を達成した｡

〔主な開発効果〕

(1)省エネルギー化:55-40W(当社従来機比

27%減)

110

(2)低騒音化:48→44dB(当社従来機比4dIi減)

(発売時期:lり97年12月)
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クリーンルーム用ファン付きフィルタユニット

7.5～11kWオイルフリースクロール圧縮機
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7.5～11kWオイルフリースクロール圧縮機

世界で初めて空気圧縮機としてダブルスクロー

ル機構を開発し,今までの1.5､5.5kWに加え,

7.5､11kWまでのオイルフリースクロール比縮機

を製品化した｡

〔主な特徴〕

(1)クリーンエアを低コストで供給できる｡補機

がほとんどなく構造も簡単であり,交換部品点数

をオイルフリースクリュ一夕イプに比べて÷に低減

(2)メンテナンス部品がスクリュータイプに比べ

て古と少なく,メンテナンスコストを大幅に低減
(3)環境に対応して潤滑油も使っていないので,ド

レン処理などが一切不要

(発売時期:1998年4月)



省エネルギー変圧器｢Superアモルファス+

地球環境保護の観点から省エネルギー活動が括

⊂
亡･i

発化し,地球温暖化防_1L京都会議でも温室効一果ガ

丁･J臥′▲■h･叫7

1,000kVA｢Superアモルファス+変圧器

スの排出量削減が介意され,産業界へもいっそう

の省エネルギーが求められている｡

口立製作所は,長年にわたって電ノJ会社にアモ

ルファス柱上変圧器を納入してきた技術を用い,

アモルファス鉄心を採用した一般配電川変圧器を

開発した｡ノケ回実拝‖とした｢Superアモルファス+

変圧器では,従来の珪素鋼板に比べて無負荷損失

を約20%に低減し,さらに巻線･租_末技術を改善

して,負荷損失を従来機比約60%に低減すること

によって全損失を従来機比約÷まで低減した｡

(発売時期:Ⅰ998年5月)

配電･ユーティリティ監視システム"H-NET”

国際的な地球温暖化防止を背景としたエネルギ

ー使用の改善にあたって,部門別･用途別でのエ

ネルギー使用実態の時間単位把捉が必安になって

きている｡電気や燃料,水などの使用量を構I勺各

所ごとに詳しく測定,記録することが改善の基本

となることから,数千点規模の自動計測が望まれ

ている｡

"H-NET”は,省スペースや省配線など,導入の

容易性により,多数の分岐回路の電力量(Wh)や

負荷運転の状況をまとめて把握できるので,構内

のエネルギー利用の実態をエリアごとに計ること

ができる｡

(全機種発売時期:1997年12月)

パソコン
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"H-NET”の外観と設置例

電源監視ユニット

一･紆

琶竃蛋

電流･Wh演算ユニット

アナログ入力ユニット

ヨ
パルス入力ユニット

ヒューズフリー遮断器･漏電遮断器｢ニューペアシリーズ+(50～1,200Aフレーム)

｢ニューペアシリーズ+400Aフレームの外観

ヒューズフリー遮断器と漏電遮断器の寸法統

合･遮断容量の統一に加え,先進の技術を積極的

に華人し,より高信頼化,高性能化を【史lった｢ニュ

ーペアシリーズ+を発売した｡盤のトータルコス

ト削減に寄与できる｡

〔主な特徴〕

(1)経済機種と標準機種の■､J一法も同一寸法に統合

(2)内部付属装帯のカセット化を採用

〔225Aフレーム以上の特徴〕

(1)電子式リレーの採用により,定格電流の調整

が可能

(2)瞬時引外し電流値をアップし,二限時特性を

標準装備

(全機種発売時別:1998年ウノ+)
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光リモートコントロール操作方式モートルブロック｢ひかりわざ+sRシリーズ

ノ/光リモートコントロール操作方式モートルブロック
｢ひかりわざ+SRシリーズ

モートルブロックでは,つり荷から離れての操

作(コードレス操作)による使い勝手と機能向上が

求められている｡

そのため,｢SRシリーズ+を開発し,安価な赤外

線方式を川いて,コードレス操作を実現した｡

〔主な特徴〕

(1)リモートコントロールによって操作件と機能

性を高めながら,250gの軽量化とコンパクト化

を実現

(2)信号遮断･信号妨害時には運転を自動停止

し,誤動作や暴走を回避

(発売時期:1998年4月)

各種機械の省エネルギーに貢献する高効率モートル｢NewExシリーズ+

地球環境保護のため,産業界でも省エネルギー

は大きなテーマになっており,丁場設備の消費電

力量の約70%を占めるモートルの高効率化が求め

られている｡｢NewExシリーズ+は,アルミフレ

ーム採用の｢ザ･モートル+をさらに高効率化した
製品である｡

〔主な特徴〕

(1)約20､30%の損失低減(当社標準モートル比)

で,効率を-･段と向上させた節電運転

(2)アルミフレームの採用により,シリーズ平均

約30%の軽量化を実現(当社従来巧竺節竜モート

ル比)

(発売時期:1998年3月)
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高効率モートル｢NewExシリーズ+

小型,簡単操作のインバータ｢LlOOシリーズ+

一.ノ }･三_･.て㌃二三乙1.‾1ゝ一っ⊥一L一ニー一一≠-
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小型インバータ｢LlOOシリーズ+

インバータの用途は多様化しており,特に省エ

ネルギーニーズの高まりによってその用途が広が

っている｡また,操作の簡易性と′ト型化が求めら
れており,これらのニーズにこたえるために

｢LlOOシリーズ+を開発した｡

〔主な特徴〕

(l)本体パネルにボリュームを標準搭載したこと

により,変速操作が簡単

(2)高集積技術による′ト型化〔当社小型標準機種

｢JlOOシリーズ+よりも据付け面積比で44%の減

(0.4kW用で比較)〕

(3)海外規格取得品の品ぞろえによってグローバ

ル化に対応

(発売時期:1997年10月)
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SuperHRISCマイコンを搭載した新型プログラマブルコントローラ

H立製作所の最新の32ビットRISCマイコン

｢SuperHシリーズ+を搭載したPC(Programmable

Contr()11er)2機種を製品化した｡

"EH-150”は高さ10cmと小ヲ即ヒし,入出力128･

256点の′ト･中規模制御システムに適している｡

しかも,_‾二つの通信ポートを標準装備するなど

数々の特徴を持つ｡

(発売時期:1り98年2月)

"H-4010”は,SuperHマイコン2個と,専用MPU

を搭載したトリプルプロセッサ構成の高速･大容

量PCである｡基本命令実行を0.05!⊥Sと高速化し,

プログラム容量は96kステップ,データメモリも

4Mワード(ICメモリカード使用時)と大容量化を

実現している｡

(発売時期:1998年12月)
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SuperHマイコン搭載の"EH-150”(上)と

トリプルプロセッサ搭載の"H-4010”(下)

小型･軽量の｢コンパクトエースCAシリーズ+ギヤモートル
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｢コンパクトエースCAシリーズ+ギヤモートル
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均一負荷朋ギヤモートルの市場は伸長してお

り,小型･軽量化が求められている｡

このニーズにこたえるため,｢コンパクトエー

スCAシリーズ+ギヤモートルを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)業界トップクラスの小型･軽量化:アルミ合

金フレームの採用により,質量比,容積比ともに

約20%の低減(当社従来機比平均)を実現

(2)グリース漏れを防ぐ長寿命グリースシール構

造(特許収得)を全機種に採用

(3)588機種の豊富な品ぞろえで,幅広い分野の

多彩なニーズに対応

(発売時期:1998年5月)
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鉄鋼･化学プラント

化粧品分野,酸素プラント分野,鉄鋼分野などの各種プラントに,自動化や遠方監視など,計算機技術を駆使

したシステムを納入している｡また,大容量のGTOの適応により,大型電動機の制御性の向上を図っている｡

田大阪資生堂株式会社舞鶴工場納め化粧品製造プラント
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大阪資生堂株式会社舞鶴工場納め化粧品製造プラント

田ユニット形の小型高純度窒素発生装置
ユニット形の小型高純度窒素発生装置"APN-α”

を日立酸素株式会社に納入した｡つ

この装置は,□立醸素株式会社の水戸製造所構

州二設置され,製造した窒素ガスを直接消費先へ

供給するものである`〕

〔主な特徴〕

(1)構成する機器を⊥場l勺で複数のユニットにパッ

ケージ化し,現地での工事期間を短縮

(2)パソコンから入出力を操作

(3)モデムを利用した遠隔監視機能付きで,装置

の逆転状態を遠方のパソコンから監視

(4)高庄ガス保安法指定設備への対応が可能

(納入時期:1998年11月)
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乳液とシャンプー･リンス製造設備(各系列容

量10t/d)を完成し,人阪資生堂株式会社舞鶴工場

に納入した｡

H立製作所は,このプラントの原料貯槽から調

合,充てん前貯槽に至る製造設備と,プロセス自

動化,工程管理用コンピュータシステムを納入し

た｡このプラントは,典型的な多品種少量生産設

備であることから,徹底したサニタリー仕様の採

用による品種間コンタミネーションの防止や,工

程管理用コンピュータによる製造指図の現場指示

などでの人為的ミスの防止を因っている｡

(納入時期:1998年1月)
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日立酸素株式会社納め小型高純度窒素発生装置

田熱間圧延設備とコイルヤードをつなぐ全自動コイル撒送台車システム

妄雫竃㌣

､革

苛
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ヤード管理用

コンピュータ

制御システムの構成

圧延工場

ホストコンピュータ

ループカー

制御用PJC

各ループカー

車上PJC

クレーン

ダンス

スキンパス ミル

PLC･ワークステーション

注:略語説明

PLC(Pro即ammableLogicConlroller)

鉄鋼業界の高炉メーカーでは,製鉄所構内物流

の省力化,合理化へのニーズが高まっている｡

口立製作所は,熱間圧延設備とコイルヤード開

庁=二,件界的にも最大規模の全自動コイル搬送台

車システムを開発し,試運転後,顧客に納入した｡

このシステムは,卜数台の台車が,管理コンピ

ュータの指令に基づいて,ターンテーブルでつな

がれた二つのループの各ステーションでのコイル

の荷降ろし･荷積み作業を,24時間連続自動運転

するものである｡このほかに,各種搬送機ヤクレ

ーン ガイダンス システムを搭載した天井クレー

ンなどで構成し,圧延設備と直結して高温コイル

の効率よい搬送運転を行う｡

(稼動時期:1998年5月)
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田タイ国向け連続酸洗冷間圧延設備
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タイ国向け連続酸洗冷間圧延設備

伸銅用熱間圧延設備

この設備は,素材ケークから鋼板材を熟間圧延

するもので,伸銅用としては国内最大級である｡

二重可逆式圧延機,エッジャミルなどを中心に構

成し,この種の可逆式熱間圧延設備としては初の

全自動圧延を実現している｡

設備のパスラインをフロアレベル＋5.5mの高さ

として工場内幹線道路と直交立体交差させ,敷地

の有効活用を図っている｡

〔主な仕様〕

素材ケーク質量:最大8,800kg

圧延ロール寸法:直径850mm,長さ900mm

ミル駆動電動機:DCl,800kWl台

(稼動時期:1998年3月)

大容量GTOドライブシステム

熱間や冷間の圧延主機電動機を駆動する直列多

重方式大容量GTO(GateTurn-OfrThyristor)ドライ

ブシステムを完成した｡大容量素子を適用し,イ

ンバータ定格容量は10,000kVAである｡また,イ

ンバータ用電動機には固定子巻線の絶縁耐力を強

化して信頼性を高めている｡

これらは,電源環境のニーズに対応した,電源力

率が高く,高調波発生の少ないドライブシステム

である｡駆動可能電動機容量が5,000～6,400kWク

ラスで,圧延機駆動軸の機械共振を抑制する軸共

振抑制制御を採用した高性能な制御性能を持つ｡

(稼動時期:1998年3月)

タイ国SUS(TheSiamUnitedSteel)社納め連続醸

洗冷間圧延設備が完成した｡この設備は,日立製

作所が酸洗設備,冷間圧延設備のほか,ロールシ

ョップ,廃酸回収設備の機械,電気,計算機,据

付け工事一式を受注してまとめたものである｡

酸洗設備,冷間圧延設備一式として日立製作所

がまとめたものとしては,順調に稼動中のPOSCO

光陽(韓国),CSC(台湾)に次ぐ3基目の大型設備

である｡

営業運転開始後は,年産100万トンの冷延鋼板

を生産する｡

(稼動時期:1998年11月)

,:,ぎ`二

日立電線株式会社納め伸銅用熱間圧延設備
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10,000kVAGTOインバータ盤(左)と制御盤(右)

i請

慈

母

螢

鉄
一
詞
･
化
学
プ
ラ
ン
ト



科学機器
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

環境,Jてイオテクノロジー,製薬,半導体などの分野では,極微小領軌極微量物質の計測,分析,評価の=-ズが

拡大している｡これにこたえて,使い勝手の良い操作環境を追求し,それぞれの目的に適切な製品を開発した｡

コンパクトで簡単操作のシングルビーム分光光度計

療

脅

⑳

科
学
機
器
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∪-1500形シングルビーム分光光度計

｢簡単操作,省スペース+をコンセプトにした,シ

ングルビーム分光光度計｢U-1500形+を開発した｡

従来装置の優れた分光技術を継承したU-1500形

では,他のシングルビーム分光光度計では得られ

ない,きわめて安定な測光値を得ることができる｡

また,波長スキャン,タイムスキヤン機能や

DNA/RNAの純度チェックができる比演算機能を

標準機能として追加した｡ISOやGLP/GMPに対応

する装置バリデーション機能を標準搭載し,いつ

でも正常な状態で使用することができる｡

多機能･簡単操作･コンパクトを特徴とするこ

の装置は,バイオや製薬,環境検査,品質管理,

教育など幅広い分野での活用が期待できる｡

(発売時期:1998年6月)

エキシマステッパ用光学部品評価システム

高集積化が進む半導体デバイスでは,ユキシマ

レーザ(KrF:248nm,ArF:193nm)がステッパ

光源の主流になりつつある｡このレーザは露光波

長が短いので,ステッパ用光学部品,レジスト,

レナクル,ウェーハ上の金属蒸着膜などの評価が

重要になっている｡

U-4000形光学部品評価システムでは,光源,分

光器,検知器などの改良により,従来は測定が不

可能であった,波長185～240nmでの透過率と反

射率の正確な測定や,超大型試料室を利用した,

微小試料(2mmX2mm)から300mm径までのウェ

ーハの測定が可能である｡

(発売時期:1998年6月)
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∪-4000形光学部品評価システム

製薬分野でのデータバリデーションに対応したソフトウェア

D-7000形HPLCマネージャ その他のHPLC

肌CrOSO杜Excelファイル,羊入力

分析デづ管理ソフトウェア
バージョン2.0

データ登濠プログラム 測定デ｢夕編集プログラム

データベース

分析デ｢タ管理プログラム

Microso巾Woぱ97,仙crosoR[xce】97

定型レポート

テンプレート

レポート

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ド
レ
ポ
ー
ト

注1:略語説明

HPLC(Hi9h･PeわrmanceLiquidChromatograph)
注2:*は他社登藻商標(146ページ参照)

分析データ管理ソフトウェアバージョン2.0の概要
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製薬メーカーが開発した新薬を厚生省に申請す

る場合,｢開発過程で採用した分析法は適切であ

る｡+との立薙が,199各年4月から義務づけられて

いる｡これは,医薬品の開発過程を多方面から検

証することにより,安全性をいっそう高めること

を目的としている｡このガイドラインは,日本案

局方第13改正で｢分析法バリデーション+として収

載されている｡

今回開発したこのソフトウェアは,上記改正に

準じた項目の検証を自動で行い,製薬部門の研究

開発業務を支援することを目的としたものである｡

(発売時期:1ウ98年10月)



コンビナトリアルケミストリーによる新薬開発を支援する高速精製システム

コンビナトリアルケミストリー(多剤併用療法)

川HTPA(高速精製システム)は,新薬開発過程で

合成物の精製･確認を効率よく行うシステムであ

る｡このHTPAは,高速LC(液体クロマトグラフ)

分取システムとMS(質量分析計)を接続した高信

顕性LC/MS合成確認システムで構成する｡

〔主な特徴〕

(1)高スループットで192試料の連続精製が可能

(2)分子量による合成物質の確認が可能

(3)クロマトグラム･マスデータの一括管群

(4)簡削乗作

(5)試料の保管に便利なマイクロプレート対応

(発売時期:1998年9月)
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HTPAの高速LC分取システム

田サブナノメートルの原子レベル極微小領域解析用透過電子顕微鏡
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HF-2100形透過電子顕微鏡
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日立製作所が1990年に世界に先駆けて発表した

FE-TEM(電界放出型透過電イ▲顕微綻)の後継機で

ある最新鋭のHF-2100形を発売した｡高輝度でエ

ネルギー幅のばらつきが少なく,試料ダメージが

少ないという特徴を持つ冷陰極電界放出刊電子銃

を搭載している｡

原子が数個並んでいるサブナノメートル極微小

領域の分析･観察と,構造解析をしたいという高

度な分析･解析ニーズにこたえて,新型照射系レ

ンズを開発した｡まず,試料とⅩ線分析検山器の

位置を最適化することによって0.3sr(ステラジア

ン)の大きな検出立体角をとれるようにした｡こ

れにより,従来機種と比較して2.5倍という世界

最高レベルのⅩ線分析感度を実現した｡また,

0.3nmの高分解能走査透過像(STEM)を得ること

もできた｡

このような性能向_Lの結果,ナノメートルレベ

ルのX線元素マッピング像の短時間取り込みや,

電子ビームを0.5nmのスポット径に絞った電子線

回折によるサブナノメートル領域の構造解析も‾町

能となった｡

(発売時期:1998年9月)
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田日本語操作環境で超高分解能観察が可能な走査電子顕微鏡

轟-
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R立製作所のFE-SEM(電界放出型走査電子顕微

鏡)の基本モデルであった"s-4000/S-4100/S-4200”

の,使い勝手の良い操作性,装置信頼性,安定し

た分解能保証などの基本性能をさらにグレードア

ップしたS-4300形走査電子顕微鏡を開発した｡

操作部にパソコンを利用したことにより,使い

やすい日本語操作環境を実現し,ヘルプ機能も充

実した｡さらに,対物可動絞りに手を触れること

なくEDX(エネルギー分散型X線分析装置)分析に

必要な大電流が得られるなど,EDXとのインテグ

レーションも積極的に考慮した設計とし,多くの

面で機能･操作性の向上を図った｡

(発売時期:1998年9月)

S-4300形走査電子顕微鏡

田使い勝手の良い操作環境を追求した走査電子顕微鏡
従来のパソコンでの操作環境(Windowsベース)

から複雑な機能を取り除き,SEM(走査電子顕微

鏡)での観察をより簡単にしたS-3000N形走査電子

顕微鏡を発売した｡

低価格･シンプル操作を実現したSEMであり,

初ノL､者にも偉いやすい構成としている｡目的に応

じてオプション機能を追加することにより,上位

機種であるS-3500並みの応用性の高い操作環境ヘ

アツプグレードすることも吋能である｡低真空観

察モードを持つNタイプと,高真空観察モード専

用のHタイプの2タイプを用意している｡

(発売時期:1998年6月)
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S-3000N形走査電子顕微鏡

田走査電子顕微鏡とエネルギー分散型X線分析装置の複合装置

至野

A血●

匪

匿ヨ桑-⊥
F

走査電子顕微鏡とエネルギー分散型×線分析装置の

複合装置"SEMEDX”
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試料分析では,試料の高分角牢能観察だけでなく,

観察している部分の元素分析を行うことができる

ように,EDX(エネルギー分散型X線分析装置)を

SEM(走査電子顕微鏡)へ装着するケースが増えて

いる｡このようなニーズにこたえるため,SEMと

EDXを一体化した複合装置"sEMEDX”を発売

した｡

物理的な一体感だけでなく,独自の"HトMouse

により,一つのマウスでSEMとEDXという別々の

装置を,あたかも一つの装置を扱っているように

操作できるのが特徴である｡

(発売時期:1998年6月)



医療機器･システム

保健医療活動の質と効率の向上を支援する3種の情報システム,画質の向上と使いやすさを実現した3

種の画像診断システム,およびニーズに合わせて多様な構成を可能にした検体前処理システムを開発した｡

田看護支援システム
病棟での看護の記録の転記や体温表の作表など,煩雑な事務処理を手作業で行っている看護部門の業

務をトータルにサポートし,業務の効率と質を向上するシステムを開発した｡

従来の医事会計,オーダシステムに次ぐ第3の

システムとして,病棟を中心とした看護婦の業務

の効字と質の向上を支援する｢看護支援システム

(痛棟システム)+を開発した｡

〔システムの主な臼的〕

(1)看護婦のスキルの差を埋めて,均一で質の高

い看護の提供を支援する｡

(2)看護婦の事務作業をシステム化し,業務精度

と効率の向上を実硯することによって実質ケア時

間の確保に寄与する｡

〔システムの構成〕

(1)ケア管理業務:｢看護過程+管理,看護オー

ダ,ケアスケジュール管理,体温や血圧などバイ

タル情報の管理など

(2)病棟管理業務:患者の入退院登録管理,痛床

管理,行為別居者一覧,患者数の集計など

(3)部内管理業務:看護部管理者のための管理支

援,職員マスタファイル管理ヤ勤務スケジュール

などのサポート

システムの開発にあたり,専門知識が必要な部

部内管理

患者マスタデータ

[賢賢]

病棟日誌

出様一覧

患者一覧では

直近の予定,感

染症情報などの

参照が可能

分については北里人苧東病院の協力を得た｡

〔システムの特徴〕

(1)病棟での看護婦の業務をトータルにサポー

トした｡

(2)特に中心となる看護業務に,｢▼看護過程+,

｢看護オーダ+という手法を収り入れた｡

｢看護過程+は,看護婦が身体面･精神面の両

面から患者の健康問題(実際に起こっている問題,

起こる危険性のある問題)を診断,治療するため

の看護提供の手段として着日されている｡

(3)日ごろ情報機器になじみのない看護婦にと

っても,容易に操作できるようにメニューをア
イコン化したり,マウス中心の操作にするなど,

くふうを凝らした｡

(4)システム形態はクライアント･サーバ刊とし,

情幸即まサーバで一括管理することにより,各クラ

イアント間･嫡棟間でのデータ共有を叶能とした｡

(5)このシステムと既存システムとの間で,患

者基本情報の連動もサボ}卜した｡

(稼動時期:1998年1月)

職員マスタファイル管理勤務管理 勤務スケジューリング

､ヰ∴
看護婦名など

凸

勤務予定表

動体管理表

病棟管理

転床

転棟･転科

外出･外泊

退院実施

基本情報からスケ

ジュールまで幅広

い内容をサポート

看護支援システムの概要

実
施
情
報
な
ど

ケア管理

アセスメント

診断

計画

画
評価

く〉‖
看護総括表

スケジューリング

実施入力

ケアマスタデータ

(問是亘･具体策)

＼ここ丁＼

症例

データベース

各種指示情報を

統合して電子ワー

クシートを作成

症例統計による

マスタデータ

メンテナンス

アセスメント表 看護計画表 看護総括表
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｢健診データ処理システム+と｢医用画像管理システム+を統合した一体型健診システム

数値･文字の健診結果を管理する健診データ処理システム｢ヘルゼア+と､医用画像の総合的な管理･診断支援を目

的とした医用画像管理システム"OPEN-PACS”を統合接続した一体型健診システムを開発した｡

予防医学の重要性が叫ばれている中で,健診の

果たす役割はますます重安となり,生活習慣病の

早期発見,予防を目的とした健診を行う施設は

年々増加している｡また,健康への関心の高まり

から受診者数が増加する傾向にあり,受診者の健

診に寄せる期待は大きく,検杏内容もさることな

がら,面接時の医師が行う説明は受診者が重要視

するものの一つである｡

近年,厚生省による医用画像の電子保管の認可

や,医療分野でのディジタル画像通信世界標準規

格"DICOM3.0(DigitdImagingandCommunicaIionsin

Mediche3,0)''の登場により,医用画像をディジタ

ル化する動きが急激に進んでいる｡ディジタル保

存のメリットとして,(1)画像検索が容易,(2)

フイルム取り扱いの煩雑な作業からの解放,(3)

フイルム保管場所の削減などがあり,画像の電子

保存を検討する健診施設が増えてきている｡

開発した--･体型健診システムでは,"OPEN-

PACS''でディジタル保管した医用画像をLAN接

続で｢ヘルゼア+に取り込むことにより,面接時に

健診データ処理システム｢ヘルゼア+

健診サーバ 面接窒

[コ

臨床検査システム

漢字ラインプリンタ

●生化学権査

●血‡夜一般

●血清検査

●尿根査

[コ ⊂]

従来の検査結果や読影結果を表示するだけでな

く,撮影した画像を端末ディスプレイ上に表示す

ることができる｡

システム構戌では,"OPEN-PACS”と｢ヘルゼア+

をLAN接続し,受診者属性情報と画像情報の送受

信を可能とした｡

〔一体型健診システムの主な特徴〕

(1)OPEN-PACSのメリットを十分に浦川

(2)opEN-PACSからヘルゼアへの画像情報受信

(a)今回分:撮影終了時単位にOPEN-PACSか

ら受信

(b)前山分:予約情報から事前配信を指示して′受信

(3)ヘルゼアの面接時画像サポート機能が豊富

(a)参照用画像と検査結果読影結果の同一一一画面表示

(b)画像情報と検査結果,読影結果のプリント肘力

(c)今山,前[札 前々回の画像の比較が可能

(d)画像処理(拡大･縮小,白黒反転,距離計

測,レベルウインドウ変換､γ変換)

(株式会社日立メディコ)(発売時期:1997年9月)

医用画像管‡里システム"OPEN-PACS”

事務室 システム･イメージサーバ

予約 請求

⊂]

生理検査システム

OCR

問診

[コ

自動の身長･体重測定計

肺機能計

自動血圧計

聴力計

眼圧計

心電計

注:略語説明

OCR(OpticalCharacterReader;光学式文字読取り装置)
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□

2モニタ画像観察装置

｢健診データ処理システム+と｢医用画像管理システム+を統合した一体型健診システムの構成

願
胸部X換装置

贈
胃普β×繰装置

贈
胃部X繰装置

□

口



高額医療機器の共同利用を支援する地域医療機関連携支援システム

近年,身近な診療所や掛かりつけ医でも,CT(コ

ンピュータ断層撮影)やMRI(磁気共鳴映像宮上)など

の先端医療桟器を用いた診断が必要とされてきて

いる｡しかし,高額な医療機器を単独で購入する

ことは雉しく,高額医療機器の共同利用を支援す

る地域医療機関連携支援システムが求められてい

る｡今山,財団法人江戸川区医師会をファースト

ユーザーとして,この支援システムを開発した｡

このシステムは,同医師会センターと医師会会員の

診墳所･病院間で地域情報通信システムを構築し,保

健医療分野や防災分野,地域住民サービス分野での地

域の情報化を進めることを目的としたものである｡〕

〔システムの特徴〕

(1)高額医療機器の共同利用予約,画像や読影レ

ポートのオンライン報告

(2)健診結果のディジタル化管理,臨床検査シス

テムとの接続

(3)臨床検査結果などのオンライン報告,遠隔カ

ンファレンス,イントラネットによる電子メール

などの情幸鮎垂携

(4)インターネットを利用した地域住民への情報

提供サービス(防災医療情報,医療機関情報,健

診案内サービスなど)

特に診療所･病院に対しては,画像や読影レポー

ト,健診データ,検杏データをネットワークを通じ

て配信するため,セキュリティの確保が必安となる｡

このため,コールバックノわしによる配信先認証機能

やデータの暗号化によるプライバシー保護の機能を

サポートした｡また,診療所･病院の端末にはパソ

コンを抹Hし,小慣れなl夷師も簡単に操作できるよ

うなヒューマンインタフェースを考慮した｡

(稼動予定時期:1999fl二3月)

掛かりつけ医への支援と地域住長引こ
対する保健･医療サービスの充実
(1)医師会センターを中心とした
地域医療機関の情幸糾ヒ整備
(2)住民や医師会会員への情報提
供とデータベース整備
(3)CT,MRlなどの画像検査機器
の共同利用

地域住民

直垂亘二重園

｢｢

インターネ小

lSDN

注:略語説明

CT(ComputedTomography)

MR】(Ma卯eticResonancelmaging)

医師会センター

インターネ小用
WW仰サーバ

インターネ･ノト用
WWWサーバ

アクセスサーハファイアウォール

蓉司
管理サーバ

言朗正サーバ

嵐
⊂]

[コ
自動分析装置 ∪ 園

地域医療機関連携支援システムの構成

田モジュールアセンブリ方式検体前処理システム
病院l勺の臨床検査の迅速処理や省力化,感染l彷

止を高めることを可能とする前処理モジュラシス

テムを発売した｡

このシステムは,臨床検杏の遠心分維･分往･

分配･分析などの各種業務を山律分散型の標準モ

ジュールとして実現し,これらをユーザーの安望

する連用形態に合わせてフレキシブルに組み合わ

せることにより,適切なシステムが構築できるこ

とを特徴としている｡また,遠心分社にアンバラ

ンス自動補正機構,分注部にシリンジを佗わない

L[一

ダ

分注機構,検体を優先度別に処理するシステムを

それぞれ採川するなど,最新の機構･システム才支

術により,運用･メンテナンスなどの而で従来の

製品よりも大幅な迅速処理･省ノJ化が図れる｡

このシステムの人幅な省スペース,省コスト化

により,大規模病院でしかできなかった従来の臨

休検杏の前処理自動化の流れを,規模の′トさな臨

床検査室にまで止こげることができる｡

(発売時期:1998年5月)

声喝 事
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7種類の標準モジュールの組合せで,適切なシステムの構築を図った検体前処理システム
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田-VR対応ディジタルイメージングシステム`伽us-C”
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ム lVR対応ディジタルイメージングシステム"Prius-C”

X線管と映像装置を搭載したCアームと,被検

着用起倒テーブルを一体化した,多H的Ⅹ線透

視･撮影システムを発売した｡

Cアームと起倒テーブルに10軸の動作軸を設け

ることにより,被検者を動かすことなく,さまざ

まなアングルから全身の透視･撮影を可能にした()

また,被検者の体重に関係なくテーブルを軽快に

操作できる狐自のパワーアシスト機能の採用によ

り,IVR(InterventionalRadiology:経度的治療)を

容易かつ高効率に行うことができる｡画像処理系

では,フルディジタルでリアルタイムに診断から

治療まで行えるマルチユースシステムを実現した｡

(株式会社日立メディコ)(発売時期:1り卯年5月)

田スリップリング方式の全身用CTスキャナシステム"Virage”
小型ガントリー,寝台,ワークステーション化

コンソールの3ユニットで構戌する高機能コンパ

クトCT(コンピュータ断層揖影)スキャナシステ

ムを開発した｡

セラミック系固体検出器と大容量Ⅹ線管を搭載

し,高画質･高スループットを実現した｡コンソ

ールの充実した並行処理機能と画像再構成時間

1秒という性能により,リアルタイム検杏が吋能

である｡操作用にグラフィカルユーザー インタ

フェースを糊い,複雑な検査が容易に行える｡コ

ンパクトながら,ガントリー開口径72cm,幅広

カーボンファイバ梨テーブルなど,被検者に優し

い余裕の設計としている｡

(株式会社日立メディコ)(発売時期:1998年12月)

臨F.ま魂

■せ

l■

全身用CTスキャナシステム"Virage”

田コンパクトなオープンMRイメージング装置"A旧ISmate,,
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横置きテーブル構成の"AIRISmate”のガントリーと

操作卓
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整形外科病院を含む比較的小規模の施設に適した

0.2T永久磁石MRl(磁気共鳴映像法)装置を開発した｡

磁石構造を非対称2本柱とし,きわめて広角の開

口系を確保したワイドオープン型の最新構造であ

る｡これにより,横置きのテーブルが採用できるの

で,被検者の解放感が確保できるうえに,セッティ

ングが自由に行えることから,動態測定も可能であ

る｡また,仝システムも25mコと省スペースで設

置できる｡

CPUには64ビットRISC型ワークステーション

を採用し,高速画像処理と最大級のマルチタスク

を可能とした｡傾斜磁場の強化と相まって,臨床

応用の多様化が図れる｡

(株式会社口立メデイコ)(発売時期:1998年10月)



家庭電気品

ユーザーのニーズにこたえる機能向上,基本性能向上を図るとともに,省エネルギーを追求し,

環境と人に優しい機器の開発を進めている｡

ぞう ぞう

省エネルギーとハイパワーを両立させたPAM制御搭載の冷蔵庫｢PAMではやい蔵うまい蔵+

省エネルギーとハイパワーを両下させるため,

PAM(パルス振幅変調)制御で圧縮機の回転数制

御を行う｢PAM冷蔵庫+シリーズ5機種を発売した｡

PAM制御により,圧縮機モータの人力電源を,

低速凹転用の低電圧と高速回転用の高電圧に切り

替え,従来のインバータ制御に比べて回転数の幅

を約2倍に拡大するとともに,仝L■_!_l転城でモータ

効率の向上を図った｡

〔主な特徴〕

(1)止縮機の最低回転数を,低電圧化によって従

来機比約20%引き下げて,約30%の省エネルギー

化を図った｡

(2)最高回転数は,高電圧化によって従来機比約

20%アップとし,食品凍結時間を約40%短縮した

｢急冷凍+機能により,高品質冷凍を実現した｡あ

わせて,製氷時間を30%短縮した｢急速製氷+機能

を付加した｡

(3)冷蔵室天井前面から卜向きに冷気を吹き糾し,

庫内とドア棚の温度の均一化を図った｡

(4)｢ベストレイアウト+設計により,各室を使用

頻度順に__L二から配置して,使い勝手と収納性の抜

本的改善を図った｡

(5)pAM制御化によって冷蔵庫のノJ率を従来機

比約25%向上し,電源設備への負荷を軽減した｡

(発売時期:19ウ8年10月)
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世界で初めてPAM制御を搭載した冷蔵庫

｢PAMではやい蔵うまい蔵+

PAM制御搭載の｢PAMエアコン白くまくん+

エアコンの新しいトレンドとして,省エネルギ

ーとハイパワーを両立させるPAM制御搭載
｢PAMエアコンnくまくん+の新機種を発売した｡

〔主な特徴〕

(l)機器自体の省エネルギー化に加え,掃除時期

を知らせる｢フィルタランプ+,拉期間使わないと

きの電力を節約する｢待機電力カットスイッチ+

などで,いっそうの省エネルギーを実現した｡

(2)雪の降り出しそうな外気温2℃のときでもわ

ずか8分で足もとまで暖まり,外気温-15℃でも

4.2kWの高暖房力によって寒冷地でも十分暖まる

パワーを実現した｡

､l■†■‾1‾,ヤ㌔
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(3)寒くならない本格除湿｢カラッと除湿+では,

独白の熱リサイクル方式で,外気温1℃からでも

強力に除湿できる｡｢カラッと除湿+結露抑制モー

ドの｢切+タイマと,暖房の｢入+タイマという異な

る運転モードを同時設定できる権能を持つ(業界

初)｡夏場など蒸し暑いときに冷砧代わりに使用

すれば,健康的に過ごせるうえに,省エネルギー

が図れる｡

(上述の数字は2.8kWクラス)

(発売時期:1996年9月)

｢PAMエアコン白くまくん+
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水道水を洗濯に適した水に変えて洗浄力をアップしたインバータ全自動洗濯機｢イオン洗浄水かえま洗科+

洗濯水を,新開発の｢イオンチェンジヤ(′ト型軟

水化装置)+で｢洗濯に適した水+に変える｢イオン

洗浄+の採用により,洗浄力を従来の約1.5倍に向

上し,さらに省エネルギー化を図ったインバータ

全自動洗濯機｢イオン洗浄 水かえま洗科+シリー

ズ(8kgタイプ,7kgタイプ)を発売した｡

〔主な特徴〕

(1)｢イオン洗浄+では,水道水に含まれ,洗剤･一日

の界面活性剤の働きを阻害する金属イオン(カル

シウムイオンやマグネシウムイオンなど)を,イ

オンチェンジャ内のイオン交換樹脂が持つナトリ

ウムイオンとイオン交換することにより,金属イ

オンの約60､80%が除去できる｡洗剤が本来持つ

高い洗浄力を効率よく引き出し,従来機種比約

1.5倍の高い洗浄力を実現した｡これまでスポッ

ト洗剤の塗布やもみ洗い,ブラシ洗いなど,手で

プレケアをしていたワイシャツの襟やそでのしつ

こい脂汚れも,プレケアなしですっきり落とすこ

とができる｡

また,毎回洗濯スタート時に,｢リフレッシュ剤

投入U+へ約15gの塩を投入しておけば,塩水に

よってイオン交換樹脂に吸着した金属イオンを排

水口へ排出し,イオン交換樹脂を自動再生するこ

とにより,イオンチェンジャは繰り返し使用できる｡
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(2)インバータ搭載により,きめ細かいモータ回

転数コントロールと,脱水回転時のうなり音低減

によって省エネルギー,低騒音化を実現した｡

(3)ふろ水の再利用で好評の｢お湯取機能+でも,

イオン洗浄水5､15Lを初めに給水し,イオン洗

浄水と洗剤をなじませた後に,ふろ水を吸水する

ことにより,イオン洗浄の効果と,ふろ水の温度

による相乗効果で高洗浄が実現できる｡

(4)7年前の5.5kgタイプと同じスペースで設置が

できる｢コンパクトボディ+とした｡

(5)洗濯物の量に合わせて水のむだを抑える｢無

段階水位+を採用した｡

(発売時期:1998年7月)

＼●璃
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｢イオン洗浄 水かえま洗科+"NW-8P5”

ベッドの下などの狭いすきまも奥まで楽に掃除できる｢かるワザベタリンコ+掃除機

従来機種に比べて,狭いすきまも奥まで掃除で

きる薄型の新吸口｢ペタリンコ クルッとヘッド+

や,業界で初めて手もとグリップ部を回転したと

きにホースが回転しない｢クルッとグリップ+を採

用した掃除機｢かるワザ ペタリンコ+シリーズ

3機種(CV-W86,W76,W66)を発売した｡

〔主な特徴〕

(1)｢ペタリンコ クルッとヘッド+と｢クルツとグ

リップ+の採用により,ベッドの下などの狭いすき

まも奥深くまで楽に掃除ができる(CV-W86,W76)｡

(2)業界初の｢クルッとグリップ+の採用により,

ホースがねじれて体にぶつかることを防1卜した

｢かるワザ ペタリンコ+掃除機"CV-W76”

(CV-W86,W76)｡これにより,ホースの質量に

よる回転の負担が手もとに掛からず,腕への負担

も従来機種(CV-W70)に比べて約60%軽減

(3)本体_L面カバーと1吸L+のカバー部に,業界で

初めて抗菌仕様の｢UV(紫外線)コーティング+を

採用した｡また,光触媒抗菌防臭や静電空清仕様

の｢新ハイジユニック フィルタ システム+によっ

て清敵1て巨を向上

(4)業界最高レベルの吸込仕事率560Wを実現す

るとともに,運転音を58(強モード)､約47dB

(ナイトモード)に低減した(CV-W86,W76)｡

(発売時期:1998年9月)
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余分な油をカットし,ヘルシーに焼き上げる電子レンジ｢ダイエットメニューリマリッ庫+

健康志向にこたえる機能としてダイエットメ

ニューに着日し,油で揚げずに｢パリッ庫綱+で天

ぶらやヒレカツなどがワンタッチで作れる,三つ

の｢健康ダイエットメニュー+キーを搭載した,電

子レンジ｢ダイエットメニュー･パリッ庫+を発売

した｡

油で揚げる方法に比べて,20､50%のカロリー

カットができる｡また,新マルチアンテナ加熱に

よる効率の向上や待機電力のオートパワーオフ,

2段調理などのくふうによって従来機比約42%の

省エネルギーを図った｡｢あたため2段･オーブン

2段加熱機能+も搭載しているこの商品は,オー

｢繊丸羽釜+採用のIHジャー炊飯器

IH(誘導加熱)の強火力を最人限に引き出すため

に,内釜(がま)の底何部の発熱体に従来のステン

レスに代えて強磁性体の鉄を採用した,1Hジャー

炊飯器｢銭丸羽釜(てつまるはがま)+cシリーズの

高級･標準タイプ2機種4モデルを発売した｡

｢銭丸羽釜+は1998年6月発売の小容量IHタイプ

に初めて搭載したが,この新シリーズでは,羽苓

構造,浸しキー,白米少量炊きなど独自の特徴を

継続しながら,新たに開発した,ふたと本体の断

熱構造と抑えめ保温機能によって従来機比韓大

25%の電気代の節約をL窒Iった｡また,洗えるふた

加熱板の採用によ古),汚れが気になるパッキンも

水洗いできるなど,強火の｢おいしさ+に加えて節

電と清掃性にも配慮している｡

(発売時期:1998年8月)
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ブンレンジでは唯一,平成9年度の｢省エネバンガー

ド21+を受賞した｡

(発売時期:1998年7月)

(ソフトベ▼ジュ) (ダークグレー)

電子レンジ｢ダイエットメニュー･パリッ庫+"MRO-N800”

(左:ヒレかソ調理例,右:2段あたため調理例)
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lHジャー炊飯器"RZ-CWXlO”(左)と"RZ-CKO6”(右)

マイコン制御の両面焼きフィッシュロースター

おいしく簡単に調理したい,手入れも簡単にと

いったニーズにこたえて,フィッシュロースター

｢焼いちゃ魚+を発売した｡

〔主な特徴〕

(1)マイコン制御により,魚の分量に合わせて上

下のヒーターを自動的に切り替えながら,魚の両

面を遠火の強火でうまみを逃さず焼きあげること

ができる｡

(2)｢丸焼き+か｢切身･ひもの+のコースを選んで,

｢スタート+キーを押すだけの簡単操作

(3)さんまがまるごと4Pt焼ける広い庫内

(4)煙やにおいを低減する脱臭触媒･吸煉フアン

を採用

(5)丸洗いできる受け川L,はずして洗えるドアガ

ラス,ブラック抗菌コートの庫内,シリコンコー

ト焼き網などで調理枚の手入れが容易

(発売時期:1998年7月)

フィッシュロースター｢焼いちゃ魚+"ER-AWl”
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田回転10枚刃力で深剃(ぞ)りと早剃りができる｢水洗いロータリーシェーバー+

怒
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ロータリーシェーバー｢水洗いタイプ+の2機種

(RM-TX710,WX700)を発売した｡

〔主な特徴〕

(1)ロータリーl勺刃で滑らかな探剃りと早剃りを

実現

(2)独自の回転ブラシを内蔵した｢ロータリーウ

ォッシャー+が内刃のスピード水洗いを吋能とし,

刃先の皮脂を除去して切れ味を回復

(3)携帯電話と同様に,スタンドに置くだけの充

電と,コードでの充電の｢2モード充電+が可能

(発売時期:19ウ8年8月)
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水洗いロータリーシェーバー

"RM一丁X710”(左)と"RM-WX700”(右)

田抗菌･脱臭･汚れ防止効果を発揮する光触媒膜付き蛍光ランプ｢ハイルミックサノーン+
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(薄膜酸化チタン)
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近紫外光

浄化効果

脱臭効果

防汚効果

明るく色鮮やかな蛍光ランプ｢ハイルミック+

に,室内の空気をクリーンにできる効果をプラス

した｢光触媒膜付き蛍光ランプ+を発売した｡

〔光触媒膜の主な特徴〕

(1)ランプに触れた浮遊菌などを分解し,減少さ

せる働きがあり,クリーンで健康的な環境づくり

に寄与

(2)たばこのにおいなど,ランプに触れたにおい

H20 成分を分解して室内の空気を浄化

(3)ランプ表面の油分などを分解して汚れが付き

にくくし,汚れに伴う明るさの低‾卜を抑.Ⅰ_L

光触媒膜付き蛍光ランプ

｢ハイルミック･クリーン+の外観と構造

田日に優しいハイビジョンワイドテレビ｢プロビジョン+シリーズ
大画面の迫ノJを近くから発しめるハイビジョン

ワイドテレビ｢プロビジョン+シリーズを発売した｡

〔主な特徴〕

(1)改良を加えた第2世代プログレッシブスキャ

ン(順次走査)LSIを搭載し,′トさい文字やグラ

フィックもちらつきの少ない,口に優しい映像で

再現することができる｡

(2)画面でテレビ番組表が見られる｢Gガイド針+

機能により,見たい番組の出演者やあらすじを簡

単にチェックでき,しかも録画したい番組を選ぶ

だけで,手持ちのビデオデッキで録画ができる

(一増一三機種を除く)｡

(3)2000年に始まるBSディジタル放送のアダプタ

が接続できるコンポーネント入力端子を2系統採用

(発売時期:1998年9月)

126 ※)Gガイドシステムは,ジェムスダー祉(米国)のライセンスに
其′ブいで叶【宕J一丁いぇ._

ワイドテレビ｢プロビジョン+"W32-GF2”
(画面ははめ込み合成)
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スカイパー7工クTV受信セット

契約什数が80ガ世帯を超え,170チャネル化で

いよいよ本格化するスカイパーフェクTVに対応

する受信セット(チューナ＋アンテナ)をディレク

TVに続いて発売した｡

〔主な特徴〕

(1)EPG(電十番組ガイド)でのディジタル放送の

番組予約により,ビデオ番組録画操作も同時に行

えるビデオコントローラと,ミニディスク録音が

手軽にできる光ディジタル音声出力前面端了一付き

(2)ハイエンドながら,佃宰に手軽に設置できる

コンパクトデザイン(奥行き22.2cm)

(発売時期:1998年10月)

｢テlブナビ+機能付きビデオ内蔵テレビ

録画した番組の一覧リストを表示して,再牛し

たい番組を簡削二呼び出せる,テープナビゲーシ

ョン機能付きビデオ内戚のテレビをう己売した｡

〔主な特徴〕

(1)すでに見た番組かまだ見ていない番組かが一

目で確認できる様能や,番組の途中の見たいシー

ンが探せるタイムナビゲーション機能付き

(2)2チューナを内戚しているので,裏番組を録

由しながら別の番組がテレビで楽しめる｡

(3)Gコードか入力により,開始時間や終了時間

の設定が不要なので,録伸i予約が簡単

(発売時期:1998年9月)

※)Gコードシステムは,ジェムスクー社(米川)のライセンスに

基づいて生産Lている.｡
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C21一VT7B

｢テープナビ+機能付きビデオ内蔵テレビ

(画面ははめ込み合成)
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○

C14一VT7B

ディジタル録画ができるディジタル衛星放送受信用チューナ内蔵のD-VHSVTR

1994年に米国で始まったディジタル衛.拉放送の

日本版として1996年にパーフェクTVノが始まり,

多チャネル･高睡i質が好評である｡さらに,多チ

ャネルの中から,好きな番組を好きなときに高画

質で見たいという要望が増えてきた〔〕

ディジタル信号を記録するVTRとしてD-VHS

フォーマットが開発されており,1997年の北米向

けの製品化に続き,今回わが国のパーフェク

TVノ川IRD(IntegratedReceiver-Decoder)を内蔵し

たD-VHS VTR"7B-DFlOO”を製品化した｡IRD

の内戚により,簡単予約,タイトルナビゲーショ

ンなどの使い勝手も向上させた｡

(発売時期:1998年10月)
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UHF/VHF
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tRD内蔵D-VHSVTR

lRD部
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∨TR部
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D-〉HS

〉HS

MPEG

デコーダ

注:略語説明

MPEG(MovingPictureExpertsGroup〉

ディジタル衛星放送対応の

D一VHSVTRの外観とシステム構成
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